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さっぽろまちづくりトーク
〜新たなまちづくり計画の策定に向けて〜

〇司　会：　本日はお忙しい中、ご来場いただきましてまことにありがとうございます。私は、札

幌市企画調整局企画部企画課長をしております本間と申します。僭越ではございますが、本日の

司会をさせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　札幌市では現在、今後のまちづくりの考え方や重点的に進めるべき施策、事業などを定める「札

幌新まちづくり計画」を策定することとしており、このさっぽろまちづくりトークも、今後のま

ちづくりについて市民の皆様と一緒に考えていくためのものとして開催するものです。

　本日は、まず市長からのメッセージ、そして座談会、来場の皆様との意見交換と進めてまいる

予定となっております。

　なお、会場に携帯電話をお持ちの方がいらっしゃいましたら、恐れ入りますが、電源をお切り

くださいますようご協力お願い申し上げます。

　また、本日のさっぽろまちづくりトークの模様は、記録のために、録音、写真撮影を行ってお

ります。今後のこの記録は札幌市の発行物やホームページで公開することもございますので、よ

ろしくお願いいたします。

　それではまず、上田文雄札幌市長から市民の皆様へのメッセージで始めさせていただきたいと

思います。

　上田市長、お願いいたします。

●○●はじめに●○●
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第１部　基調講演　「電子自治体実現の基盤としての公共ｉＤＣ」

市長からのメッセージ

『元気なさっぽろをつくろう！〜そのための５つの基本目標〜』

　皆様、こんばんは。本当にお疲れのところ、こ

の「さっぽろまちづくりトーク」にお集まりい

ただきましてありがとうございます。経済成長

の時代から、どんなに頑張っても現状維持と

か、わずかな成長しか望めないという社会状

況、また地方自治から見れば、中央集権から本

格的な地方分権の時代へと入ってまいりまし

た。

　これは民主主義の観点からいえば、当然歓迎

すべきことですが、その実践を私たちが日々こ

れからしていかなければならない、こういう時

代状況の変わり目に今あると思います。経済的

には低成長の時代、そして政治的には民主主

義、市民自治といったものが本当に問われてい

く、そういう時代の転換期だと思っているとこ

ろであります。

　本日こうして皆様方にお集まりいただいて、

これからの札幌のまちづくりということをテー

マに皆さん方と一緒に議論をしていきたいと思

うのは、こういう時代において私たち自身がど

う変わっていかなければならないのかというこ

とについて、共通の理解、共通の認識といった

ものを持った上で、さあ、どういうふうに僕た

ち羽ばたこうかと、こんなことが元気に話がで

きれば大変うれしいなと思っているところでご

ざいます。

　私は、この６月に札幌市長に当選、就任させ

ていただきまして、７月の議会において「さっ

ぽろ元気ビジョン」という施政方針を出しまし

た。議会にも報告をさせていただいて、そして

皆さん方のご批判をちょうだいしたいと思って

いるところであります。

　この施政方針の目玉といいますか、キャッチ

となるものは何なのかといいますと、これは私

の標語でいうと、「市民の力がみなぎる文化と

誇りあふれる街」をつくりたい、そういうこと

を目標にしていきたいと思ったわけでありま

す。この「市民の力がみなぎる文化と誇りあふ

『元気な札幌をつくろう！
』〜そのための５つの基本目標〜

札幌市長　上田 文雄

市長からのメッセージ
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さっぽろまちづくりトーク
〜新たなまちづくり計画の策定に向けて〜

れる街」というこの一言一言にそれなりの意味

を込めているわけですが、「市民の力がみなぎ

る」というのは市民自治ということ。まちには

人が集まってくる。人が集まるとそこに社会が

形成されるわけであります。社会が形成されま

すと、そこのルールがあり、あるいは文化がそ

こに生まれる。人々は必ず自分を表現したい、

自分を実現したいと、このように思うわけであ

ります。それを「自己実現」と言うことができ

るかと思いますが、中でも都会に人がたくさん

集まっているというその中において私は、人々

というのは、さまざまな形で人々との兼ね合

い、距離というものをはかりながら、表現した

い、実現したいと、このように思うはずだと思

うのです。そこで生き生きとした生き方ができ

るかどうかというのは、まさに自己実現ができ

ているかどうか。自分のことは自分できっちり

決めていくことができるか。人から当てがいぶ

ちでもらったもの、与えられたものではなく

て、みずからが自分の生きたいように生きる、

そして人と協働しながら、みずからのよりよい

生活環境というものをつくっていく。そんなこ

とがのびのびとできる社会が私は一番健全な社

会であると、そして元気の出る社会であると、

このように思っているわけです。

　「文化と誇り」というのも、まさにそのことを

申し上げているわけでして、人々の表現活動と

いったものが、必ずそこでは定量にあって、そ

れがぶつかり合い、調和をし、そして一つのそ

の地域における文化といったものができ上がっ

てくるのだと。それを大事に思う、そのことに、

その土地の、あるいは団体、人々の集まり、社

会に、みずからが文化を形成する担い手である

と認識できたときに、他とは違う誇りといった

ものが生まれるのだと思います。市民の力みな

ぎる文化と誇りあふれる街というものがこれか

らの社会において大事にされなければならな

い。そして私は、こういうことを目標にまちづ

くりをしていきたいと、このように皆様方に訴

えさせていただいているところであります。

　このまちづくりの目標といったものを実現す

るために、私は三つのプランをつくりました。

それは、「市民自治推進のプラン」「まちづくり

のプラン」「市役所改革のプラン」と、この三つ

であります。この三つのプランづくりと実践を

通じて、私は市民の力みなぎる文化と誇りあふ

れる街というものをつくっていく、その目標を

実現していきたいと思っているわけでありま

す。

　この施政方針に定めたまちづくりの方向を実

行していくために、現在、今後の中期的なまち

づくりの考え方、あるいは重点的に進めるべき

施策などを定める「札幌新まちづくり計画」の

策定に着手をしているところです。この「札幌

新まちづくり計画」というのは、平成 16年度

から18年度までの３年間を計画期間と定めて、

まちづくりの理念だとか指針を示す「ビジョン

編」と札幌市がこの３年間に重点に進める事業

といったものを掲載する「重点事業編」の２編

の構成といたしました。ビジョン編については

来年の３月ぐらいまでに皆様方に公表させてい

ただく。そして重点事業編については、来年の

８月までをめどにして、これを公表し、皆様に

発表させていただきたいと思っているところで

あります。

　この新しいまちづくりの計画を策定するため

に、「札幌新まちづくり計画市民会議」をこの

11月６日に立ち上げました。今日こうやって

皆さん方とまちづくりトークという会を持っ

て、皆様方のさまざまなご意見をちょうだいし

ながら、市民議論といったものを踏まえて、こ

の札幌新まちづくり計画を策定していきたいと

考えているところであります。

　札幌は、近郊が極めて豊かな自然に恵まれて

いるという土地柄でございます。その一方でま

ちなかには、これまでの先人の先輩たちが一生

懸命努力をして、着実な都市機能、都市基盤と

いったものを整備してまいったわけでありまし

て、大都会としての都市機能が蓄積されており

ます。このようなことから、多くの市民がこの
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第１部　基調講演　「電子自治体実現の基盤としての公共ｉＤＣ」

市長からのメッセージ

『元気なさっぽろをつくろう！〜そのための５つの基本目標〜』

まちが好きだ、自然があり、しかも便利だと感

じて、何度アンケートをとっても、97％とか95

％ぐらいの市民の方が、「このまちにずっと住

んでいたい」「離れたくない」、このように言わ

れるように、非常に好かれている、愛されてい

るまちだと言われているわけです。これは札幌

のまちづくりということに今までいろいろ知恵

を出して汗をかいてきた、多くの諸先輩の努力

のたまものだと、このように私は思うのであり

ます。

　そして今、地方分権という中にあって、これ

からのまちづくりをしていくときに、本当に私

たちがこのまちづくりに参加することができる

か、どう参加をしていくかということが、今問

われているという思いを持つわけであります。

　今後のまちづくりについて、施政方針の中で

私は、五つの基本目標を定立させていただきま

した。それは、「元気な経済が生まれて、安心し

て働ける街」にしようじゃないかというのが一

つであります。二つ目は、「健やかに暮らせる共

生の街」。ともに一緒に生存する街という意味

で共生の街であります。三つ目は、「世界に誇れ

る環境の街」。とにかく今環境が地球規模で、今

からやったのではもうＣＯ２対策遅いんじゃな

いか、手おくれだという学者もいるほど、非常

に大変な状況にあるということを共通の認識に

しながら、我々１人１人が何ができるか、何を

しなければならないのかということをしっかり

認識をし、また市政の中でもそのことを前面に

出した市政をやっていこうじゃないかというも

のです。四つ目は、「芸術・文化・スポーツを発

信する街」。物の豊かさもさることながら、芸

術・文化・スポーツ、そういう心の豊かさ、こ

ういったものを世界に発信できる、そんな街、

そんなことを思うわけであります。五つ目は、

「豊かな心と創造性あふれる人を育む街」。次世

代の子供たちがすくすくと育まれる、そんな街

をつくっていきたい。この五つを基本目標にい

たしました。そして、安心して働けるまちとい

う第一番目に掲げましたこの具体的な施策とい

うこととして、中小企業や創業・起業、みずか

ら事業を起こすという、創業・起業に挑戦する

市民へのきめ細かな支援。あるいは魅力あふれ

る地域づくりの推進。芸術・文化の薫る街の実

現など 17の施策を立てて、これを重点化をし

て図っていこうという考えを示しているところ

です。

　札幌を取り巻く状況を見ると、長引く景気の

低迷の影響など、市税の収入というものはどん

どん減少していくということになります。依然

として厳しい経済状況が続いていると思います

し、今後もそう好転するとはなかなか見込まれ

ない。そういう中にあって、予算上の歳入が頭

打ちになる、あるいは減少していくと。その一

方で歳出については、扶助費といいまして、生

活保護費だとか、あるいは借金をして債権を発

行する。その債権を償還していくための費用、

借金払いに使う公債費というものがあります。

この割合がどんどん大きくなって、義務的経費

がかさんでくるということになりますので極め

て厳しい。あれもやりたい、これもやりたいと

思うことはたくさんあれど、自由裁量的に使う

ことができるお金がどんどん少なくなっていく

という状況になることが見込まれているわけで

す。

　国においても、来年度の予算が実質的に前年

度以下の水準へということが、もう既定方針に

なっているようであります。そして、三位一体

の改革として、地方に対する補助金だとか地方

交付税だとか、そういうものが税源移譲（税金

をとる権限を移譲する）の範囲が不明確なま

ま、どんどんどんどん削られていくということ

になりますと、地方のお台所というのが本当に

寂しくなる、厳しくなるということになるわけ

であります。その一方で少子高齢化社会、そし

て地球環境問題への対応など重い課題にいつも

対応しなければならないという時代が来ている

わけであります。

　このような時代の転換期、経済的・社会環境

的な変革の時代、そして政治的にも転換期にあ
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さっぽろまちづくりトーク
〜新たなまちづくり計画の策定に向けて〜

るという状況の中で、どのように市民の方々に

安定した行政サービス、公共サービスを提供し

ていけるのかということが、極めて厳しい、難

しい選択を迫られるということになるかと思い

ます。

　ただ、こういう時代の転換期だからこそ、市

役所というのは、市民の皆さんとともに考え、

そしてともに悩み、そしてともに行動すること

が極めて重要になってくるのだと思います。そ

して、その心は何かというと、それは「市民自

治」であります。そして、自分のことは自分で

やる、自分たちのことは自分たちでやる、自分

たちのまちのことは自分たちで決めていく、そ

して自分たちも公共サービスを担っていく、そ

ういう元気さを持っていかなければ、私はこの

社会がもっていかないと思っているわけです。

　そして、札幌市の市民と市役所の職員の関係

といったものも、市役所改革を今しようという

中で、信頼関係ができ上がらず、公共的なもの

は税金を払っているのだからお役所がやってく

ださいという形のスタイルが続くならば、幾ら

お金があっても市民的な満足を得られるような

公共サービスは提供できないだろうと思ってい

ます。市役所というのは、市民の役に立つとこ

ろ、と書くように、やはり市民と市役所、行政

というものが、これこそ私の政府である、私の

行政執行機関であるという信頼関係を生む、そ

ういう努力を市役所の職員も意識改革の中で

やっていかなければいけないと思うのです。そ

こで信頼関係ができれば、行政のやろうとする

公共サービスが市民にとって極めて限られたも

のしかできないということであっても、それを

覆い包み込んで市民がともに行動していただけ

るということが起こるわけです。私は市民と市

役所のよりよい関係を築くことによって、少な

い予算で私たちの望む社会というものができて

くると確信をしています。

　そのためには市民同士が、あるいは市民と市

役所の職員が対話と行動を通じて札幌のまちづ

くり、地域のまちづくりにお互いに関心を持

ち、そのことを通じて自分のまちに誇りを持て

るような、そんなまちにしていくことが大事だ

と考えているところでございます。

　以上で私のメッセージとさせていただきま

す。ありがとうございました。



　 　  　進行・座談者 安田  睦子氏（（有）インタラクション研究所代表）

　 　  　 座　談　者 宮脇  　淳氏（北海道大学大学院法学研究科教授）

　 　  　 座　談　者 鶴羽  佳子氏（フリーキャスター）

　 　  　 座　談　者 上田  文雄   （札幌市長）

　『「あれもこれも」ではなく

　　「あれかこれか」のまちづくり！』

座　談　会
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さっぽろまちづくりトーク
〜新たなまちづくり計画の策定に向けて〜

〇司　会：　それでは、座談会を始めさせていただきます。

　座談会に先立ちまして、座談者の皆様をご紹介いたします。

　まず、進行役もあわせて務めていただきます有限会社インタラクション研究所代表の安田睦

子様でございます。

　安田様は、「広域のまちづくり」「市民と行政の協働」などをテーマとする社会調査及び地域

計画を専門とされており、これまでいろいろなボランティア活動にも取り組んでおられます。

　続きまして、北海道大学法学部法学研究科教授の宮脇淳先生でございます。

　宮脇先生は、行政学、財政学、政策論を専門とされており、経済企画庁、参議院予算委員会

などのご勤務を経て、現在、内閣府参与、北海道庁政策評価委員会会長なども務めていらっ

しゃいます。

　続きまして、フリーキャスターの鶴羽佳子様でございます。

　鶴羽様は、ＮＨＫ「おはよう北海道土曜版」にキャスターとして出演されており、北海道の

生涯学習審議会委員なども務めていらっしゃいます。

　最後に、上田文雄札幌市長でございます。

　座談会のテーマは『「あれもこれも」ではなく「あれかこれか」のまちづくり！』です。

　それでは、よろしくお願いいたします。

『「あれもこれも」ではなく

　 「あれかこれか」のまちづくり！』

座　談　会
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座　談　会　　

『「あれもこれも」ではなく「あれかこれか」のまちづくり！』

安田 睦子氏（（有）インタラクション研究所代表）

　札幌市生まれ。1996 年北海道大学大学院経済学研究科修士課

程修了。（社）北海道開発問題研究調査会客員研究員、（株）地域

開発研究所取締役社会調査室長を経て、2002 年（有）インタラ

クション研究所代表。「広域のまちづくり」「市民と行政の協働」

などをテーマとする社会調査及び地域計画を専門とする。ボラン

ティア活動に取り組むとともに、札幌市男女共同参画審議会委員

などを務める。

身近なものから

行政サービスに気づく

〇安　田：　皆さん、こんばんは。進行役兼パネ

ラーの安田です。よろしくお願いいたします。

　これからはこちらの４人で進めさせていただき

たいと思います。今日は「あれもこれも」ではなく、

「あれかこれか」です。この「も」と「か」の違い

は結構大きな話になってくるかと思います。でも

私たちの生活はそれほど変わらず、余り行政とい

うのを意識しないで毎日暮らしているわけです。

それで何かのときに、「あっ、これは市役所がある

からできていることなのだ」とか、「困ったから

ちょっと区役所に行こう」とか、そういうことに気

づくわけです。ここで皆さんの自己紹介を兼ねて、

生活の中で行政とのかかわりに気づいたとか、意

識したというお話を一言ずつお伺いしたいと思い

ます。

　まず、皆さんよくご存じの鶴羽さん、いかがで

しょうか。そういうご経験ありますか。

〇鶴　羽：　鶴羽佳子と申します。よろしくお願い

いたします。

　私は、３年前から道の生涯学習の講師を担当し

ており、年に 30回近く研修や講演をしています。

一番多くオーダーが来るのが、新入社員や学生さ

んに対しての社会人としてのマナーや挨拶をきち

んとさせてほしいというものです。これは世代や

職業も問わずにオーダーが一番来ます。一番担当

してこんなに難しいんだと思ったのが、笑ってく

ださいと言ってもなかなか笑ってくださらないこ

とです。簡単な人としてという部分なのですが、今

はすべての場合において、そういった人材教育の

必要性を感じております。そういう場が環境とし

てもあるべきなのではないかと思います。

　また、行政とのかかわりを生活の中で体験した

のは、実は恥ずかしい話、つい最近です。北海道放

送、ＨＢＣという会社に６年勤めて退社し、フリー

になって独立してから７年目になるのですが、今

の家に引っ越したのが５年前で、初めて見たのが

「広報さっぽろ」です。この広報さっぽろを見たと

きに、これをもっと早く、13年前にＨＢＣに入社

し、１人で北海道で暮らしたときに見ていたら、あ

んなに寂しい思い、不安な思いをすることはな

かったと思いました。というのも、ひとり暮らしを

札幌で初めてしたときに、企業とのかかわりはあ

るのですが、どこの病院に行っていいかわからな

い。どういった公共的な施設、設備を使えるのかが

わからないといった状況の中で、支えになるもの

が会社とのかかわりしかなかったのです。これが

もっと早く身近にあれば、何かあったときにメン

タルな部分、そして肉体的な部分で随分サポート

していただけたのではないかなと感じました。

　そして、私個人のレベルで行政のありがたい部

分を感じたのが、つい２カ月前です。西区の保健セ

ンターに初めて母子手帳をもらいに行きました。

そうしましたら、保健婦さんから電話がかかって

きました。そして、母親学級と父親学級のはがきを

いただいたときに、たったそれだけのことと思わ
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鶴羽 佳子氏（フリーキャスター）

　大分県佐伯市生まれ。1991 年千葉大学教育学部卒業。北海道

放送（株）入社後、アナウンサーとして勤務。97年同社退社後、

フリーキャスターとして活動。99 年に（有）オフィス鶴羽を設

立。現在、NHK「おはよう北海道土曜版」にキャスターとして出

演中。2000年度から北海道教育庁生涯学習講師バンクの登録講

師として、道内各地で年20〜30回ほどのペースで研修や講演を

行う。2003 年 10 月から北海道生涯学習審議会委員を務める。

れるかもしれませんが、「ああ、こんなふうに市民

なのだ。守ってもらえるのだ」という、自分から何

もアクションを起こさなくて、待っているだけで

受けた初めての感動でした。ああ、守られているの

だなと、これは本当にありがたいと思いました。残

念ながら勤務日と重なってまだ利用ができていな

いのですが、年齢的にも私の周りには働きながら

子供を育てている人や、働きたくても育児のため

に働けないという同年代の人たちがたくさんいま

す。世界の労働人口のグラフってきれいな台形で

すよね。10代後半から上がって、そして60近くま

で平行で、そして緩やかに落ちていく。でも、日本

の労働人口のグラフを見てみると女性だけがＭ型

になっています。一度労働人口ががくっと下がる

のです。それが今国の調査では 30代、30歳から

35歳までが一番多いのです。アンケートによる

と、理由は圧倒的に育児です。働きたくても今の育

児制度ではどうしても、例えば金銭的な面で認可

の保育所に入りたくても、順番待ちです。

　会場にいらっしゃっていると思うのですが、市

民活動でスリランカと札幌のかけ橋、留学生の

コーディネートをされている方が、やっぱり留学

生を受け入れたときに、子供を預かってもらうと

ころを探すのが一番苦労するよ、とおっしゃって

いましたが、そのとおりでした。実際探したけれど

も順番待ちで、とても入れるものではありません。

私の友人も、金額の部分でやっぱり待たなければ

いけない。仮に預かってもらえたとしても、病気に

なったときに必ず引き取りに来てくださいと連絡

がきます。今は三つほどの病院で受け入れはあっ

たとしても、そこまでタクシーでしか行けない。逆

にお金がかかってしまう。経済的な理由で子育て

をしながらなかなか社会に復帰できないという制

度があるというのは、本当に現実だなと思います。

　また、環境としても先日の十勝沖地震で、公立の

学校、小学校と中学校が臨時に休みになりました。

ということは、休みだから学校で子供たちは見ま

せんということですね。でも実際共働きの家庭で、

小学校１年生、２年生の子供をあれほどひどい余

震の中で置いておけず、休みをとらなければ、結局

子供をだれも見てもらえないという現実がありま

した。今、札幌で同じことが起こったときに、一番

安全そうで頑丈そうでたくさん人がいてという学

校で、希望者があればきちんと子供をケアしてく

れるような、そんなサービス、サポートというのも

挙げれば切りはないのですが、望まれることでは

ないかと感じております。

　以上です。

（「座談会は短くしてください。大事な話があるん

です」と呼ぶ者あり）

〇安　田：　ありがとうございました。

　会場の皆さんとの意見交換は、後半の方にお時

間を設けていますので、先に座談会の方を聞いて

いただきたいと思います。よろしくお願いします。

　鶴羽さん、母子手帳をもらって守られているの

だなと気づいたというか、実感なさったというの

は。

〇鶴　羽：　恥ずかしい話私は、それまで会社と個
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人という立場の行き来で、余り市民生活ですとか

行政の恩恵を受けるというような感覚を感じたこ

とがなかったのです。

〇安　田：　気づかないで暮らしていると。それで

も暮らしていけるというところがあるのですよね。

〇鶴　羽：　そうなんです。ちなみにここに立つに

当たって、私の会社は21歳から37歳まで20人い

るのですが、全員に聞いてみたところ、日常の仕事

や生活に一生懸命で、余り関心はないというのが

100％でした。恥ずかしい話ですが……。

〇安　田：　私も全然気がつかないで、行政サービ

スはあって当たり前という形で暮らしていたので

す。いつ気がついたかといいますと、もう20年ほ

ど前です。娘をベビーカーに乗せて買い物に行か

なければならない、病院に行かなければならない

ということがあります。家の周りはちょっと坂が

多かったので、ベビーカーを押して歩道を歩いて

初めて段差に気がつきました。それまで何年もそ

こを通って通勤していたのですが、全然気がつか

ない。歩けるから不便を感じないのです。今と違

い、歩道のスロープというか、段差を切り落とした

のもなかったので、ベビーカーをすごく重く感じ

たのを覚えています。そのとき初めて、この道路っ

てだれがつくっているのかな、どこが管理してい

るのかな、多分こういうのって役所がやっている

んだろうなと思いました。

　それから、娘が大きくなって学校に入ります。１

年生ぐらいのときはそんなにあちこち遊びに行か

ないのですが、だんだん大きくなったら自転車で

あちこち行きたくなります。小学校３、４年生ぐら

いのときに、坂ですので自転車もある程度乗れる

ようになった。１年生ぐらいのときは怖いから恐

る恐る乗っているのですが、３、４年生ぐらいにな

るともうピューッと行くのです。信号が黄色にな

りかかっても行こうとする。本当に口酸っぱく

言っていたのです、はねられたら大変だからと。そ

のときに娘と同じ学校で近所のマンションの子供

さんが、そこではねられて２カ月ぐらい入院する

ような大けがをした。危ないなと思っていたス

クールゾーンで、やっぱり事故が起きてしまった。

冬は除雪のために、道路はきれいなのですが、物す

ごく雪が高くなるのです。子供の背なんか越すぐ

らいで、全然見えないのです。「何か起きたら大変

ね」と話していたのだけれども、大変ねと言うだけ

で、それ以上のことはどうしていいかわからな

かった。

　そのときに、北区かどこかで、やはり冬のスクー

ルゾーンで子供がぱっと出たところ、交通事故に

遭って亡くなったということがあって、それから

スクールゾーンの除雪がダーッと入るようになっ

たのです。これはやっぱり子供をちゃんと安全に

育てていくために行政サービスが必要であって、

私たちは困ったね、どうしようか危ないね、と言っ

ているだけだったけれども、本当はもうちょっと

何かできたんじゃないだろうか。そのときは子供

が小さかったので、安心して安全に子供を学校に

やれるスクールゾーンなどの環境がとても気にな

りました。

　それから10年たって、今私が行政の中でちょっ

と関心のあるテーマは、去年小さな事務所を始め

たものですから、企業への支援とか、会社を立ち上

げるときのいろいろな制度です。それからうちは

女性のスタッフが多いのですが、人を雇うときに

は、子供さんがいる人たちが働きやすい環境をど

うやってつくっていけばいいか。私だけではでき

ないものがいっぱいあります。そういう企業支援

というものが行政サービスの中では今気になるわ

けです。

　ずっと札幌市民でいるのですが、年代によって

私が気になる行政のサービスというのは変わって

くるわけなのです。今日会場の中にいろんな年代、

ご職業の方がいらっしゃると思いますが、それぞ

れ行政に対するニーズとか必要なサービス、この

まちに住んでいていろいろなものがあると思いま

す。そういう行政サービスを提供していく市役所

の役目はどういうふうに変わってきているので

しょうね。
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地域の計画、地域の役割分担

〇宮　脇：　すごく難しい問題なのですが、まずそ

れを考えるに当たってはやはり、「公共サービス」

と言われるものと「行政サービス」というものは違

うということを、整理しておく必要性があると思

います。といいますのは、「行政サービス」という

のは、札幌市役所が提供している公共サービスの

ことです。ということは本来、公共サービスという

のは市役所がすべてやるべきことではなくて、住

民の皆さんや企業、地域全体で担っていくもので

あるということが基本なわけです。ところが、戦後

60年近くの中で、公共サービスはすべて行政が提

供すべきだという仕組みになってきてしまったと

いうことがあります。先ほど鶴羽さんが、家庭と企

業の行き来でずっと生活をしてきたと言われて、

そこの中では行政は余り意識しないで済みました

というお話があったと思うのですが、経済成長す

る中で、個人も企業もみんな忙しくて、非常に細分

化されたというのでしょうか、専門的に分かれて

活動するようになっていったわけです。その中で、

地域全体のことなどは行政にお任せしましょうと

いう風潮がどんどん深まっていった。それが今日、

行政と住民との間の距離感を物すごく生む一つの

原因になってきたと思うのです。

　ここに来て、公共サービスというのは何も行政

だけで提供するものではないという考え方をもう

一度持っていくべきではないかということが言わ

れ始めています。そのことは、先ほど市長も言われ

ましたが、今まで公共サービスをすべて行政が提

供できてきたという背景には、まず国がかなり札

幌市に対しても財政支援、財政移転をしてきた。と

ころが、それがなかなか難しくなってきた。

　それから、その一方で非常に画一的なサービス

であったわけです。東京と札幌というのは当然生

活環境が違うわけですが、そういう地域性をほと

んど無視した形での政策がとられてきたことで、

どんどん地域とそういうサービスが乖離していっ

たというのが今までの状況だったと思います。し

かし、国側が地方分権を進める、あるいは地域の皆

さんも多様な生活、ライフスタイルというものが

出てくると、今までのような画一的なやり方とい

うのがなかなか通用しない、もっと変えていきま

しょうといったことが当然の話になってくるとい

うことだと思います。

　難しい話になっているようにも思えるのですが、

例えば皆さん、札幌市の計画あるいは札幌の目標

と聞いたときに、その所有者はだれだとお考えに

なるでしょう。だれの計画であり、だれの目標なの

だと思うかということなのです。大体それは札幌

市役所の計画であり、札幌市役所の目標であって、

それを達成するのは札幌市役所であるという、大

体そうだろうと思うのです。それはやむを得ない

ことで、計画づくりにも目標づくりにも、今まで余

り市民というのは本当の意味で参画をしてこな

かった。したがって、達成するのも市役所、という

宮脇　淳氏（北海道大学大学院法学研究科教授兼

　　　　　　　　　　高等法政教育研究センター教授）

東京都千代田区生まれ。1979 年日本大学法学部卒業。参議院事

務局採用、83年経済企画庁、85年参議院予算委員会、90年（株）

日本総合研究所に勤務。96 年北海道大学法学部・大学院法学研

究科教授、98 年（株）日本総合研究所主席研究員などを経て、

2000 年から現職。行政学、財政学、政策論を専門とする。内閣

特殊法人等行政改革推進会議参与、内閣府参与、北海道庁政策評

価委員会会長などを務める。
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イメージだと思います。しかし本来は、札幌市の計

画というのは地域の計画であり、行政と住民とそ

こで活動する企業との連携によって達成するべき

計画、目標であると思います。そうすることによっ

て、当然行政も役割を担いますが、住民の皆さんも

役割を担っていく。そこに参加ということも出て

くる。

　ですから先ほど、世代ごとにライフスタイルが

違いますね、とご指摘いただいたわけですが、その

とおりだと思います。その中で最近よく行われる

アンケート調査で、市民満足度という言葉がよく

使われるわけです。ところが、この言葉で注意しな

ければいけないのは、満足度というのはだれが提

供するものなのかということだと思います。市民

は満足を受ける人、行政は満足を提供する人と考

えた瞬間に、今までと同じ形になってしまう。要す

るに、市民も含めて地域における満足度を高めて

いくのだという意味でとらえていかなければなら

ないと思います。

　ただ、そのことをしていくに当たっては、極めて

今、制度というものが制約になっているわけです。

ですから、これは地域に合った、あるいは世代に

合ったサービスというものをきちんと住民が選択

をして、そしてそれを提供していくためには、やは

り制度そのものにいろんな制約があって札幌市役

所も非常に苦悩されていると思います。住民の皆

さんの声を聞いても、そういう制度があってなか

なか自分たちの思うようには実現できないという

ことがあるわけです。ただ、こういった問題も、行

政だけで、市役所だけで取り組んでいたのでは限

界があるわけで、これは地域全体で「もっとこうし

てくれればいいじゃないか」ということを札幌市

だけではなくて、国などにきちっとぶつけていく

という議論が当然必要になってきて、それがやは

り地域づくり、地域のブランドをつくるための一

つの原動力になると思います。

　最後に、今日の座談会の「あれもこれも」ではな

くて、「あれかこれか」ということですが、これか

らは市民の皆さんも含めて、地域で選択をしてい

く時代なわけですけれども、選択してくださいと

いうと、選択しなくなるということがあります。そ

れは選択をすることには必ず責任、リスクが伴う

わけです。そういった責任とかリスクも地域で受

けとめていく。しかし、自分たちの地域やライフス

タイルに合ったものを役割分担していくのだとい

うことをともに考え、ともに行動していくという

のが、先ほどおっしゃられたような地域や世代に

合ったサービスをつくり上げていくことではない

かなと思っています。

〇安　田：　難しいお話をいろいろやさしくお話

ししてくださったのですが、市民満足度という言

葉は本当に今新聞、テレビ等いろんなところでも

聞かれます。顧客満足度という消費者理論から

入ってきていますが、市民はサービスの提供を受

けるだけ、受けて満足度をはかるということだけ

ではなくて、市民も含めて満足度を高めていく。市

民はサービスを提供する側にもなる、つくってい

く側にもなるというお話です。

　市長は、市民満足度をつくり、提供する側であ

り、難しいところですが、市民から市長になられて

一番大きく見えてきたことというか、違いを感じ

られる部分はどのようなことですか。

イマジネーションを持って

社会にかかわる

〇上　田：　私は 55歳ですが、25年間札幌市民

として生活をしてまいりました。市長選に立候補

して今は市長となっておりますが、やはり何も行

政というものを感じずに生活ができたというのが、

正直なところだと思います。ただ、よくよく考えて

みると、先ほど安田さんも鶴羽さんもおっしゃっ

ておりますように、それぞれの置かれた立場で目

の前に問題が出たときには必ず人の助けが必要だ

ということになると思うのです。その人の助けが

必要なときに、社会の仕組みというのが大事なの

だと私たちは気がつくのです。そのときどうやっ

てイマジネーションを豊かにすることができるか

ということで、参加の意欲が違ってくるだろうと

思います。
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　『世界がもし 100人の村であったら』という本

は、すごく名著だと思うのです。あれは世界のこと

を考えるときに、人口 100人に縮めてみると、ど

のぐらいの人がお金を持って、どのぐらいの人が

貧乏なのかとか、そんなことが目の当たりにイ

メージできるという、自分の尺度に合わせたとき

に、初めていろんなことがわかってくると思うの

です。僕は地域の中で生活をするときに、何もしな

くても僕は幸せだと思えるときもあるかもしれな

いけれども、よくよく考えてみたら、僕は今55歳

で、とりあえず元気で階段を上がってここまで来

るという力はありますが、あと 15年、20年たっ

たらどうなるだろうかということを考えますと、

やはりだれかの助けが必要だろうと思います。家

族が助けてくれるかというと、そのときまで家族

とうまくいっているかどうか自信もないというと

きに、社会のシステムの中で気兼ねなくだれかに

頼める、そんな温かい社会を、僕は今から自分のた

めにつくっておきたいと思うのです。それは立派

な公共サービスです。ちょっとよたよた足元がお

ぼつかない方に手を差し伸べて、「さあ階段上がり

ましょうか」と言ってくれるのは、私のための仕事

ではありません。人のために役に立つと。それがや

はりシステムとして、そういう状況になったとき

ちょっと困った顔したら、全然嫌みでなしに頼め

る、助けてもらえる。それが順繰り順繰り役割をみ

んなが担っていくというようなことをイメージし

たときに、やっぱり社会の大事さということを僕

は感じると思います。

　ですから、それを感じづらくしているのは余り

にも忙しいというか、日常生活の中でとても忙し

いことに直面していると、なかなか感じないだろ

うと思うのです。でも自分の子供が、例えば先ほど

交通事故の話もありましたが、だれかそのときに

近くにいて、「危ない」と言ってくれた大人がいた

り、ひょろひょろと出たときに「ばかもの、こんな

ところで渡っちゃいけない」としかってくれる大

人がいたら、多分その子は交通事故に遭う前に、

もっと自分で自分のことを訓練し、危険を回避す

る能力を身につけることができたであろうと思い

ます。だから、自分を中心にもちろん考えます。そ

して、どれだけイマジネーションを持って社会と

のかかわりの中で自分が豊かに生きていくのか、

安全・安心に生きていくことができるかというこ

とを展望して、そのイメージに合った心地よい社

会というものを、自分自身の参加によってつくっ

ていかなければいけないのではないかなと思って

おります。

〇安　田：　社会とのかかわりということで、本当

にそう思います。

　先ほど鶴羽さんが、若い人たちはほとんど意識

しないで暮らしているとおっしゃいましたが、こ

れは若い人たちだけではないかもしれません。仲

間うちではかかわるのでしょうけれども、社会と

のかかわりとなると、そこから一歩広がるという

のはかなり大きな壁があるのでしょうかね。

上田 文雄（札幌市長）

　十勝管内幕別町生まれ。1972 年中央大学法学部卒業。札幌で

道央法律事務所に所属し、子どもの権利、公害対策、人権など広

い分野で弁護士活動を展開。（97年札幌弁護士会子どもの権利委

員会委員長、2001 年日本弁護士連合会人権擁護委員会副委員長

など）99 年特定非営利活動法人北海道ＮＰＯサポートセンター

理事長、2003 年６月札幌市長再選挙で当選。
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税金の使い道への関心

〇鶴　羽：　そうですね。今は本当に自分の無知さ

を恥じています。ただ、自分と自分の周りの20代、

そして同世代、やや上ぐらいの世代の人たちとコ

ミュニケーションをしながらいろいろ聞いてみた

のですが、まず高校卒業、専門学校卒業、大学を卒

業して初めてお勤めをしたときに、社会の仕組み、

例えば納める税金の使い道、あるいは年金の意味、

そして社会人としての市民生活とは、という教育

を受けたかということをできる限り聞いてみまし

たら、それを黙っていて教わった人はゼロでした。

ですから、これが何に使われているのかがわから

ないので、普通、人間って払ったら払った分だけの

ものは要求したいと見返りを求めると思うのです。

それが30年払ったのだったら当然そうだし、５年

払ったら５年分見返りを求めるのではないかと思

うのですが、自動的に引かれるものに関しては、正

直言って余り関心がないというのが周りの反応で

す。

　そして、周りには、社会人になって初めて札幌で

暮らし始める方が多いのですが、まず隣の人の顔

がわからない。地域の活動をしているかとかコ

ミュニケーションがあるかと聞いたら、知らない

人から話しかけられるのも、挨拶をするのも怖い

というのです。そういう拒否反応というのも、悲し

いかな、ありましたし、自分も10年前を考えたと

きに、確かにあったような気がします。知らないゆ

えに怖い。だから、知らないのだったら知り合える

ような場や、自分を含めた暮らしの環境をどこま

で入手できるかということがあったと思うのです

が、では今はどうかと。今はどんなサービスがある

かをどうやって調べるかと聞いたら、７割以上が

インターネットでした。あるいはお勤め、パート、

仕事をしている人たちに聞くという、あくまでも

知り合いの範囲で聞くというのが、そういう情報

のとり方でしたね。

〇安　田：　そうですね。こういう時代ですから、

人とつながりを持つのが怖いとか危険と裏表とい

うところもありますね。それと、私も事務所で若い

人に給料払ってみても、みんな関心があるのは

やっぱり幾らもらえるかという差引支給額だけな

のです。あとは健康保険も厚生年金も雇用保険も

所得税も引かれているのです。それで、今子育て世

代の30代ぐらいですと、本当に引かれている額も

大きいし、給料は上がるどころかボーナスカット

とか、そういう状況なのです。そのほかに消費税で

また払っていますし、住民税だけではなくていろ

んな形で払っているのですが、払っているお金の

使われ方に対しては、本当に関心が低いです。

〇鶴　羽：　もっと早くからそういうのを学校な

り何かの教育の中で積極的に取り入れなければ、

関心は生まれづらいのではないかなと思います。

〇安　田：　学校の中では習わないですし、多分ど

こでも習わないまま大人になってしまうというと

ころがあると思います。先生、今の現役世代という

か、子育て世代みたいなところの負担というのは

結構大きいと思うのですけれども、行政だけがや

るわけではない公共サービスという考え方でいき

ますと、いろんな人がサービスを提供する側にも

なって、使う側、これから選択していかなければな

らないという場合に、責任とリスクというお話あ

りましたが、それと合わせて負担というのがあり

ますね。そういう面でいきますと、今私たちが使っ

ているいろんなサービスやインフラの負担を自分

たちの子供が背負うという財政構造です。それで

いきますと札幌なんかは、国もそうでしょうけれ

ども、かなり大変なのでしょうか。

先のコストを見すえた投資

〇宮　脇：　そうですね。今のお話を伺っていて、

財政という言葉をお聞きになられると、恐らく札

幌市役所のお金のやりくりの問題だよね、という

イメージが強いと思うのですが、実は財政というの

は、地域に住まれている住民の皆さんの将来の運

命であるという定義づけが財政という言葉にはあ

ります。
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　これまでは、いろいろな政策をやったり制度や

施設をつくったりしてきまして、どんどん経済成

長しましたから、何となくそれを支えてこれたわ

けなのですが、今ご指摘があったように、これから

札幌市の場合には、今までの政策のツケが大量に

回ってきます。具体的に言えば、一つはいろんな施

設等のハードをたくさんつくってきたわけですが、

老朽化が進んでくると、つくり変えたりしていか

なければいけない時期になるわけです。それから、

職員の方々の退職給与も支払わなければいけない。

これは今起こっていることではなく、過去にいろ

んな施設をつくったり、職員の皆さんを採用した

結果、これから起こるものであるわけです。ですか

ら事前に十分わかっていた、わかるべき情報なの

です。ところが、そういったものが十分市民の間の

共有が図られていない。ですからどうしても、どん

どんサービスは拡大させていけばいいんだという

イメージが強くなってしまうわけです。

　ですから簡単に言うと、施設をつくる際のコス

トは安くても、後の維持管理とかいろんなサービ

スを提供するコストというのは、物すごく高くな

るわけです。それがどのくらいかかるかを、今まで

把握をしてきちんと投資をしてきたかというと、

していない。これは札幌市さんだけではなくて、今

までの仕組みがそうであったわけです。だから、そ

の辺はもうこれからはきちんと共有をして、選択

をしていくことによってあれかこれかをきちんと

見きわめていく、そういう情報も共有できていく

のではないかと思います。

〇安　田：　市長、今までいっぱいつくっていて、

これからのというのは、何か家庭でいうと、ローン

で住宅や車を買って払おうかなと思ったら、お父

さんそろそろ退職だし、娘の仕送りも大きくなっ

てというのに似ているなという感じがするのです

けれども。

〇上　田：　僕ら弁護士のときには多重債務とい

いまして、債務をちょっとずつ払えばいいなと

思っていたら、それがたくさんあるのでこんなに

膨らんでしまったということで、消費者金融で

困っている方がたくさんおられました。札幌の場

合はまた特殊な構造で、大都市に転換する政令指

定都市になったのは1972年、今から31年前とい

うことになります。すると区役所、区制を敷きま

す。当時は７区、この区役所をみんな建てなければ

ならない。１件１件建てているのではなく一斉に

区役所を建てますと、30年たつと 30年たった建

物が七つあるということになります。そうすると、

耐用年数というのがあり、建てかえなければなら

ないときも一緒になってしまうのです。これは本

当に大変なのです。

　それから、もう一つ、職員の数もそれだけふえる

わけです。一気にどんと職員の数がふえ、その方が

30年、40年たちますと退職されます。退職金もど

んと一遍に出ていってしまうというようなことが

重なるわけです。そういうことで、札幌の財政とい

うのは、宮脇先生がおっしゃるように、予見できた

はずのことなのですけれども、ある程度は経済も

成長していくだろうと見込んでやっていたはずの

ものが、少し経済のかげりがあって、そうではなく

なってしまったときにギャップが激しくなって、

大変な目に遭う、今から本当に厳しい状況になる

だろうと言われているのです。

自然と都市機能

〇安　田：　それで、新しいまちづくりの計画をつ

くるために今いろんな意見を募集したりしていま

すね。アンケートも市民１万人を対象として、40

％以上の回収率ということです。これは、最近の世

論調査では20％台なのです。その中で40％を超え

ているというのは非常に関心が高いということな

のですが、その中から、いろんな質問をしているう

ちの幾つかをご紹介したいと思います。

　まず、望ましいまちの姿「どう思いますか」とい

う自由記入がありましたので、ちょっとご紹介し

ますと、割と目についた意見が「自然と都市機能の

調和のとれたまち」「高い文化と都市機能が充実

し、自然を感じさせる人に優しいまち」とか、「若

い人が自信を持って働けるまち」「所得が少なくて
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も自然環境、住環境で子供をのびのびと育てられ

るまち」、こんな姿を描いている方が多かったよう

です。

　鶴羽さん、これからお子さんを育てる立場とし

て、どんなところで育てたいという希望がありま

すか。

〇鶴　羽：　夏場はいいなと思います。緑はたくさ

んありますし、公園もたくさんありますが、問題は

冬です。今まで行った中央区のタウントークで、市

長と住民の皆さんとの話し合いの中に、冬に子供

を遊ばせる場がないという意見が多かったと思う

のですが、その前の段階で冬に道路を歩けないと

いう、そういうのは感じます。豊かな自然というの

はいいのですが、住宅街の中って除雪もなかなか

入らないから本当に道路がつるつるです。きっと

後から除雪の話は皆さんからもあると思うのです

が、そこの部分は、どうして家の近くの大きな道路

は除雪が入っているのにここは入らないの、と聞

きましたら、「これは国道だから国の予算、こっち

は道道だから土木現業所の予算、ここは市道だか

ら市の予算と、道路によっても違うからなんだよ」

と教えてもらったのです。そういった部分で制度

の問題はきっとあるのですが、もし可能であれば、

区で使う除雪費、地域で使う除雪費があるとした

ら、もっと効率的に必要なところに行けるような

設備はないのかと思います。

　あと、私の働くすぐそばにすてきな公園、大通公

園があるのです。この間初めて大通公園を自転車

に乗って散歩をしてみたのですけれども、信号が

赤になるごとに自転車もとまらなければいけない

し、道路もかなり込み合っています。ああいった公

園も北欧やヨーロッパのまちでは、それはきっと

公共の地下鉄を使ってほしいという部分もあると

思うのですが、わざと中心部を車で通りにくくし

ているのですよね、不便なように。東京からよくこ

ちらに友人が出張等で来るのですが、聞いてみた

ら、「いや、札幌っていいね」といいます。どうし

てかと聞くと「車で来れるから」と。東京はそう言

えば車は使わない。どうして。不便だから、込むか

ら、時間が読めないから車では行かないと。そのか

わりほとんど公共交通機関を使うということです。

市長のタウントークの中で本当に印象に残ってい

たのが、地下鉄の赤字がペイできる範囲が80億ぐ

らいで、今実際五十数億、それを考えると夜も眠れ

ないというコメントがとても印象的だったのです

が、その解消にもつながる部分ってたくさんある

と思うのです。そのためには、車で行かないのだっ

たら地下鉄の近くに広い駐車場があって、きっと

地下鉄が終わる時間には絶対車は撤去しないとい

けないという決まりもあると思うのですが、そう

いったもっと細かいところのケアがあれば、自然

という部分と便利な都市機能というところを、も

うちょっと分けて考えられるのではないかなと、

これからのまちづくりの部分で感じます。

〇安　田：　市長、いかがですか。難しいですよね、

自然と都市機能というのは。

〇上　田：　札幌のどこを売り込むかという、この

間、今日本で一番話題になっている六本木ヒルズ

という大きなビルが東京にあります。そこで企業

の誘致をするためのプレゼンテーションを私が前

座でやったのですけれども、札幌の売り込みの

キーワードは何かと工夫して考えたのですが、そ

れはやっぱり企業というのは人でしょう。優秀な

人がたくさん集められると、いい労働力を確保で

きる。そのいい労働力はどういうところにできる

のかというと、やっぱり住環境。人間ですから一生

の中で子供を育てたい場所というのがありますで

しょう。豊かな自然の中で、窮屈な思いをしないで

育てることができたらいいだろうなと。育てる大

人の側にとってもいいまちだなと思える、そんな

まちとして札幌はとてもいいと思ってくださいと。

ただ、冬、雪が降ります。除雪があります。毎朝、

ひと汗かいて除雪をして、そして仕事に行くとい

うのもさわやかでしょう、と悔しまぎれに言って

きたのですが、やっぱり自分のまちもいいことば

かりではないわけで、それを丸ごと引き受けてこ

そ、やっぱり札幌人としていくのだというふうな

気概というか、そんなものを持ちたいなと思いま

す。

　そして、地下鉄も、使う人が少ないというところ
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がやっぱり大きな問題ですが、僕はすごくいい財

産だと思うのです。北海道は 570万人いて、その

中で札幌を含めて約200万人ぐらいの方が地下鉄

を利用可能なのであって、ほかの人はどんな頑

張っても自分のまちに地下鉄はないわけですから、

こんな定時制のあるといいますか、時間をはかる

ことができる、そして冬の足として強い交通機関

はないわけであります。これを使うことは都会人

としてのおしゃれだとみんなで思ったらどうです

か、ということを今言っているのです。そんないろ

んな要素がこのまちにはあるわけで、それを生か

すも殺すも物の考え方だと思います。

　今、地下鉄まで車で来てというのは、パークアン

ドライドというシステムです。札幌でも何カ所か

郊外の駅に大きな駐車場をつくって、そこまでは

車で来てください、都心部は地下鉄で、公共交通機

関で生活しましょうというような構想でところど

ころやっております。そういう文化がしっかり根

づけば、このまちはもっともっと便利に、そして快

適な生活空間を獲得することができると思ってお

ります。

〇安　田：　あと人口の動きを見ていますと、中央

部の土地の値段が少し下がってきているせいか、

中央区に戻ってきています。中央区がふえている

わけではないのですが、減り方が鈍くなっている。

これは東京でも職住接近ということで都心回帰が

起きているのですけれども、そういうのも合わせ

ると都市機能も使えて、まちなかに緑もつくって

いくとそれも味わえて、通勤時間が短くて、そうい

う暮らしが可能になるまちという感じですよね。

〇上　田：　とても快適に過ごすことができる可

能性を十分に持っている、都市機能を備えたまち

であると思います。あとはそれをどうやって自分

と関係づけて、自分の生活を精神的に豊かに、それ

から時間をたっぷり使えるようにコーディネート

するかがやっぱり課題かなと思います。

〇安　田：　私は北口の方に事務所があるのです

が、お昼休みを１時間ぐらいとるときに北大の構

内に行けます。郊外に事務所のある会社の方もそ

うでしょうし、中心部にあっても、お昼休みに公園

に行ける、大通公園に行けるとか円山に近いとか

中島公園に近いとか、そういうところというのは

結構あると思うのです。ニューヨークのセントラ

ルパークではないですが、それはとってもぜいた

くなことです。これからは大きな会社とか、大きな

工場を持つ時代ではないので、それも結構売りに

なるいい部分ではないかなという気がするのです。

そうは言っても、いろんなことを全部負担しなが

らではこの限られた中で何を優先的にやっていく

のか。

お金の使い道は

自分たちで決めていく

〇上　田：　そうですね。何を大事に思うかです。

今までまちをつくっていくときにはハードのまち

づくりをしていく。都市機能を備えていくには、中

央からお金をもらいながら補助金でやってまいり

ましたでしょう。ですから、まず中央官庁からお金

が出やすいように作文をしていく作業をしなけれ

ばならないわけです。それは、市民がこんなのが

あったらいいな、こうしたらいいなと思って、それ

をまとめて持っていくというのではなくて、中央

のサイズに合って納得ができるようなプランとい

うのはそれは大体決まっていますでしょう。「札幌

ならでは」ではなくて、どこのまちでも都市として

備えている機能というものは中央官庁を納得させ

やすい、説得しやすいのです。それを札幌に持って

くると、本当に札幌に必要かどうかというのはま

た別の問題だし、あるいは札幌人の生活文化に

合ったものかどうかということになると、そこに

ずれが出てくる可能性が十分あるわけです。そう

いうものではなくて、これからは、金は向こうから

来ないわけですから、こちらで自前で本当に自分

たちで自由に使えるものを、自分がしっかりと自

分たちの地域のこと、自分自身のライフスタイル

というものを定めて、このまちに必要なのはこう

いうことだ、こういうことにお金を使おうと市民

が選択をしなければならない、そういう時代に

なってくるのだということを申し上げているわけ
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です。

〇安　田：　宮脇先生、今までは国の基準に合わせ

た方がお金もらいやすかった。これからはそうで

はなくなるというのは、今三位一体改革とかいろ

いろ変わりつつありそうな議論が盛んになって、

余り変わるのかどうかもよくわからないのですが、

こちらで決めた計画に向こうが合わせて国を動か

すのか、それとも最初からこっちで使うお金をも

らって、ここで全部決めてやっていくのか、どうこ

れから動くのでしょうね。

〇宮　脇：　非常に難しい問題ですが、市長が言わ

れたように、今まで国の考え方に合わせていろい

ろやってきたわけです。ですから、正直言って、何

でこんな考え方を持たなきゃいけないのでしょう

といったものもたくさんあるのです。

　例えば保育所の場合でも、公設の場合には補助

金をもらおうとすると定員が60人以上とか、待機

児童が20人以上とか、一定の調理施設がなければ

いけないとか。それから、福祉施設でも、建てかえ

るとき以外は個室にしてはいけないとか。身近な

例では、パソコンを購入するとき補助金もらった

ら、そのパソコンは10年間使わなければいけない

とか、そういうものがたくさんあるわけです。今の

はわかりやすい例なのですが、そういったものが

ありとあらゆるところであって、それがさっき市

長が言われたように、東京の視点で画一的に決め

られてきたということで、今回補助金改革という

のが言われているのですけれども、そういう議論

が内閣でどれだけ進んでいるかというと、結論か

らいうとほとんど進んでいないというのが現実な

のです。

　ただ、進んではいないのですが、やはり税源とい

うのは国が税金をとっていた分を地方に渡しま

しょうとか、そういうことが少しずつ進んでいく

ことは確かだと思います。今議論しているのはた

ばこ税です。たばこ税を地方に少し渡しましょう

かといったレベルですが、そういったものであっ

たとしても、その財源がみずからのところに来た
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ときに、自分たちできちんとやるべきものを選択

して、それを実行していく体力を持っておくこと

が必要です。ですから、その財源の規模とかそうい

うことは、すぐには進んでいかないと思います。た

だ、少しずつでもいいから政令指定都市の中でも

やっぱり札幌は体力ありますねというところをど

んどん見せていくことが必要で、恐らく大きな地

方分権という流れはもう変わらないですから、若

干時間がかかったとしても、そういう中での存在

感をあらわしていくべきだと思っています。

〇安　田：　お金が来てから、どう使おうかと考え

るのではなくて、来たらすぐ実行に移せるぐらい

に、今からちゃんとウォーミングアップしていく

ということですね。

〇宮　脇：　そうですね。

〇安　田：　家庭の主婦のお金の管理に似ていま

すよね。ボーナスが入る前からちゃんと分けるこ

とを考えるとか、そういうのにとても似ていると

思いませんか、鶴羽さん。

〇鶴　羽：　単位は全く違いますが、でも考え方と

しては、ただあきらめるとか待つだけの姿勢では

なく、考えるところに参加できるのかなという期

待感は、今のお話で持てました。今までは雲の上の

自分の関係ないところで決まるだろうとか、住民

の要求があったとしても制度が邪魔をして、国ま

でのところで決めるのであれば動かないであろう

と思ったことが、市のレベルで、お金はこちらで管

理するということは、市の行政にかなり決定権や

発言力が出るということですよね。その時代は、も

うそこまで来ていると考えてよろしいのでしょう

か。

〇宮　脇：　そういう流れが始まったというとこ

ろですね。まだちょっと、来年からというわけには

いかないのですが。

〇鶴　羽：　流れが始まったと。始まらないよりは

いいと思います。

世代によって異なるニーズ

〇安　田：　始まって、どこが最近に手を挙げて

キャッチして動き出すかというところなのかなと

いう感じがするのですが。市民アンケートの中で、

「元気な経済が生まれ、安心して働ける街さっぽ

ろ」とか五つの分野の目標を上げていますが、それ

に対する市民の 4,000ちょっとの方の回答が、世

代によってかなり違います。ちょっとご紹介した

いと思います。

　まず、経済の部分ですが、現役世代は「就労支援

や雇用機会の創出」というのが一番で、どの年代で

も過半数が上げています。ちょっとリタイヤして

いる人たちにとっては、30％台の支持です。これ

を上げているのは女性の方が高いのです。という

ことは家計を預かっている、または独身の女性も

いっぱいいますが、ヒシヒシと感じている。なぜか

というと、消費者の意識は女性の方がすごく高い

ので、多分使えるお金が少ない、可処分所得が低い

という実感がかなり大きいと思います。

　それから二つ目として、「健やかに暮らせる共生

の街さっぽろ」。これに対しては、「子育て仕事の両

立支援」を上げている方が20代、30代、若い方が

60％。一方、ある程度子育てが終わった50歳代以

上の方は「高齢者や障害者の生活支援」を上げてい

ます。世代によってやはり大きく求めているもの

が違うところがあります。ただし、札幌は「芸術・

文化・スポーツを楽しむ環境づくり」というのは、

各年代40％台を上げています。この分野について

は、皆さん共通の認識、共通の目標があるのかなと

思います。

　それから「豊かな心と創造性あふれる人を育む

街さっぽろ」。これに関しては、「思いやりと豊かな

心を育む教育」というのは、各年代50％以上の方

が支持していまして、年齢が上がるにつれてそれ

は高くなっております。

　それで、「社会体験や自然体験機会の充実」とい

うのは、子育て世代が 40から 50％を上げている

のに比べて、「家庭の教育力が落ちてきているから
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それを向上してほしい」と上げているのが、60歳

代、70歳代です。

　そして、「不登校に対して何とかした方がいい」

というのが、20代から 70代まで、30％の方が上

げています。ちょっとこれが気になったのですけ

れども、札幌のまちは安全だと思っていたのです

が、その度合いが悪くなって「治安が悪くなってき

た」と感じている方がふえているのです。そう感じ

ている方がふえているというところが、本当に都

市のいい面と悪い面、いろんな都市の問題という

のがありますけれども、犯罪件数は多いですね。そ

れが出てきているというのが見えました。このよ

うな形で、世代によって今すぐ欲しい姿、ニーズと

いうのが違うのです。これをどう譲り合ってとい

うか、折り合いをつけてまちの中で暮らしていこ

うかというのは、とても大きな問題かなと思うの

ですが、市長いかがですか。

〇上　田：　それはやっぱりイマジネーションの

問題だと思うし、どれだけ人が優しくいられるか

という、他者に対する配慮といったものを持つこ

とができるかというところがポイントかと思いま

す。ですから、ユニバーサルデザインという言葉が

ありますでしょう。今だれにとっても快適なとい

いますか、ハンディーを持っている方に優しいと

いうことは、ハンディー持っていない人にとって

も優しいのだという意味合いになるかもわかりま

せん。それはやっぱり、僕は大丈夫だからとりあえ

ず要らないよということではなくて、社会のシス

テムの中でこれは必要なものなのだと、私たち

だっていつハンディーを持つようになるかもわか

りません。事故に遭うことだってあるだろうし、不

摂生がたたってひっくり返ってしまうことだって

あるだろうし、明日のことはだれにもわからない

わけです。だから、ハンディー持っている方を見

て、それは人ごとだと思うのではなく、やっぱりイ

マジネーションです。そしてそのイマジネーショ

ンを持つと、他者に対する配慮の心が生まれてく

る。豊かな心、優しい心がそこに出てくると思いま

すので、そういう心なしにいろんなことをやって

も、多少目先の便利さはあるかもしれない、満足で

きるかもしれないけれども、社会全体の中で、自分

が本当に豊かな社会に住んでいるという実感を余

り味わえないで生きることになるのかなといつも

思うのです。

市民、行政に期待される役割

〇安　田：　先ほど市長が、参加と合わせてつなが

りとか連携とかという言葉をお使いなっていまし

たけれども、この同じアンケートの中で、市民に期

待される役割というのも市民に聞いているのです。

それちょっとご紹介したいと思います。

　非常に多いのが、自分たちのできることは自分

でという意識を持つ。それから、市民としての責任

を果たすとか、公共性についての意識づくりとか、

札幌市民としての自覚とプライドという言葉が結

構見受けられました。やはり自覚とプライドとい

うのは責任も感じているということですよね。

　それと同時に、行政に期待される役割というの

も聞いているのです。それは、縦割り行政をなるべ

くやめてほしいということと、市の枠にとらわれ

ないで国、道、市町村の連携の中で行動してほし

い。それから企業感覚を持って働くとか、従来の形

にこだわらず、新しい発想をどんどん取り入れる。

それから、市民との壁をなくす行政機構の改革と

か、このような意見が出ていました。

　後半は皆さんとの意見交換にしていきたいと思

いますが、やはり先ほど宮脇先生が公共サービス

は行政だけがやっている時代ではなくて、市民

だったり企業だったり、それから市役所が役割分

担しながらやっていくとおっしゃっていましたが、

それぞれの役割は、責任を持ってある程度やって

いかなければならないということですよね。この

つながりをつくっていくというのは、実際は本当

に難しいと思うのですが、やっぱり今日のような

機会からですか。

〇宮　脇：　先ほど市長が基調講演で言われまし

たが、本当の協働というのは、ともに考え、ともに

行動するということだと思います。当たり前じゃ
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ないかという感じなのですが、今までの協働とい

うのは、行政は指示する人、市民はやる人・行動す

る人というイメージが非常に強いわけです。です

から、一緒につくっていくというものではなかっ

た。その本質のところはやはり行政と市民との間

が、普通の共通の言葉で話していなかったし、同じ

ような情報をきちんと共有もしてこなかった。で

すから、市民の皆さんとのネットワークをつくっ

ていくということは、ごく普通の言葉で話してい

ただいて、情報を共有するということから始まる

と思うのです。

　ところが、行政は普通の言葉で話すのは難しい

のです。いろいろな制度上それが許されない場合

があるのです。でも単にそれを業界用語で話して

いるから、けしからんではなくて、市役所の皆さん

にとっても話せるようないろんな取り組みなり、

あるいは市民や地域もどんどん市役所の方から壁

が乗り越えられるような環境づくりが必要だと思

うのです。ですから、お互いにそういうところは支

え合って前に進めていくということではないかと

思うのです。

〇安　田：　業界用語って、行政の言葉も業界用語

と、一つの業界ですよね。今、出前講座というのを

市で始めたそうです。それは、20人ぐらいの市民

が集まって、リストがあるようですが、こういう話

をしてほしいと市に頼むと講師を派遣してくれる

そうです。講師は市の職員なのですが、そこは市に

苦情を言ったり要望を言うものではないらしいで

す。

　道内幾つかのまちで出前講座をもう何年も前か

ら始めているところがあります。私も調べたこと

があるのですが、それのアンケートを住民ではな

くて職員に対してとったところがあります。職員

の方のアンケートを見ると、最初は物すごく緊張

しているのです。何を聞かれるかわからない。行き

たくないと。一般職の人はそうでもないのですが、

管理職の人が一番行きたくない。それで一般職か

らどんどん行っているのですが、１年たってアン

ケートをとったのを見せていただいたら、やって

よかったというのがほとんどだったのです。それ

は市民に話すために、今の自分の仕事をどうやっ

て説明したらいいかというのを一生懸命勉強しな

ければならない。どうやって伝えたらいいだろう

か。それと、本当に真剣に話したらわかってもらえ

て、頑張ってくださいとか、頑張っているのですね

と言われたのがすごくうれしくて、仕事の励みに

なったという回答が物すごく多かったのです。そ

れでびっくりして聞いたところ、いや本当にそう

なのですと、研修よりいいかもしれないと、その担

当の方がおっしゃっていました。それで、出前講座

の数をどんどんふやしているまちもあります。



来場の方々との意見交換
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〇男性Ａ（厚別区）：　いろんなことをやっている

のですが、新渡戸稲造・メアリー夫妻メモリアルデ

イと市民運動をやっております。一昨年40名の実

行委員会を立ち上げ、昨年の５月に創設の集い、今

年の５月に第２回目の集いをやっています。なぜ

ならば、1894年（明治 27年）１月に新渡戸稲造

さん、メアリーさんがフィラデルフィアから送ら

れてきたプライベートなお金を投じて遠友夜学校

をつくられた。それは50年間続いて1,000人以上

もの経済的な事情で学校へ行けない生徒、あるい

は晩学者、こういう人たちが遠友夜学校で学びま

した。後に国際連盟の事務次長になられたことは

皆さんご承知のとおりであります。

　こういうすばらしい先人に対して感謝の気持ち

をあらわしたい、あらわさなければ申しわけない。

そしてかつまた、若い人たちと一緒に、こういうす

ばらしい先人が札幌の地で15歳から18歳か19歳

まで勉強し、そして農学校の教授となって帰って

きて、やがて『武士道』を著し、国際連盟事務次長

になった、こういう大きな人物が札幌の地にいて

札幌に対する深い思いを持っていたのだよという

ことを若い人と一緒に知って、そして私としては

30年、50年先には札幌から北海道から、各分野で

世界を動かすようなリーダーを輩出したいという

思いで、市民運動の実行委員長をやっている者で

あります。

　さて、山ほど申し上げたいことがあるのですが、

時間の関係がありますから、二つだけ申し上げま

しょう。

　上田市長さんの冒頭のプレゼンテーションの中

に、キーワードとして市民の力みなぎる文化と誇

りあふれる街をつくりたいという話がありました。

その線に沿った夢ある意見を二つ申し上げたい。

一つ目は、公平に４人の方にという意味で安田さ

んと鶴羽さんのご意見をお伺いしたいと思います。

土地感がなければお答えいただかなくてもいいの

ですが、北３条の西４丁目から西５丁目通りの間

をイメージできますか。これはかつて北海道庁が

札幌本府にできたときに、西５丁目までが、そして

北は北５条通り、南は大通まで北海道庁の敷地

だったのです。今はああいう状態になっています

が、実は今から10年ぐらい前に、札幌市がある事

業を起こして、あそこにすばらしい空間をつくっ

たのです。西４丁目、５丁目の間の通り、イチョウ

が樹齢 100年です。そしてそこには札幌市、北海

道の歴史を紹介するボードが幾つも陳列されてい

ます。そしてそこには北原白秋の「この道」の詩を

書いたボードもありました。私はあるとき１時間

〇安　田：　そんなことが少しずつ始まって、ちょっとまちが大きくなったせい

でしょうか、市役所と市民との間の距離があり過ぎてという声がいろんな意見の

中から出てきますので、これからはここだけの座談会ではなくて、ちょっと高い

ところに私たち座っていますが、フロアと意見交換という形で進めさせていただ

きたいと思います。

　今の私たちのお話をお聞きになって、こんなことを聞きたいとか、これはどう

なんだというのはありますでしょうか。

来場の方々との意見交換
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ぐらいあそこに立って見ていたのですが、現実は

車が通り、そして歩道を歩く人もほとんどその

ボードを見る人はいませんでした。そういうゆと

りがないのです。

　そこで、意見なのですが、あそこの交通を遮断す

るというのはどうでしょうか。西５丁目通り側に

簡単なものでいいので何か交通遮断の施設を。お

金は余りかからないのですよ。そして、あそこには

日本生命ビルの裏に駐車場があります。それから、

ＪＲが入っているビルにバスが来るぐらいで、交

通量も非常に少ないのです。あそこの空間を道庁

の赤レンガと一体化させながら、例えばこれから

の将来のある若者の美術作品を展示する、あるい

はフリーマーケットを奥さん方がやる、そういう

工夫があってもいいのではないかと思います。

　もう一つは、世界に誇れるといつもうたうので

す。国際都市と市民憲章にもあります。しかし、札

幌市は世界でどれだけ知られていましょうか。私

も多少国内、海外回っていますが、札幌市といって

もなかなか分からない。そこで申し上げたいのは、

民主主義の進化、改良進化の実験都市に挑戦して

みませんか。上田市長に申し上げたい。そして宮脇

さんのご意見を聞きたい。民主主義はご存じのよ

うに、古代ギリシアの都市国家までさかのぼる歴

史を持ち、市民革命の中で今日のデモクラシーが

あるわけですが、たくさんの矛盾を抱えておりま

す。そういう矛盾を世界史的に見ていつかは是正

しなければいけないことははっきりしているので

す。したがって、そういう民主主義の改良、インプ

ルーブメント、実はこれはアメリカでもイギリス

でもいろんな動きあるのです。だから、そういう中

で一つの民主主義を改良する、そういう実験都市

にチャレンジしてはいかがでしょう。

〇安　田：　二つですね。一つ目、北３条西３、西

５というのは道庁の赤レンガの正面に向かってい

る東西の道路ですね。それをこんなふうに使った

らいいのではないかというご意見で、これは私と

鶴羽さんに対してのご質問ですね。

　それからもう一つは、札幌が国際都市を目指す

のであったら、民主主義の実験都市ぐらい考えた

らいいのではないかというのは、市長と宮脇先生

ということですね。

　難しい方から先に答えましょうか。市長、実験都

市というのをお答えください。

〇上　田：　私のテーマ「市民の力みなぎる」とい

うこのフレーズは、まさにそういう思いを込めて

おります。

　それはやはりデモクラシーの実験といいますか、

大都市における民主主義というのはどういうもの

なのかということを札幌というまちが、例えば連

絡所という役所の出先機関が、２万人から２万

5,000人ぐらい単位に１カ所ずつ、計 87ヵ所ある

というまちも珍しいわけであります。これをコ

ミュニティーづくりの核にして民主主義を進化さ

せるということを私は考えているということで、

これは世界に誇れる本当に民主主義を徹底させる

ものになれればと思っております。

　それから、札幌の知名度はそんなに低くないと

思います。この間中国に行ってきたのですが、札幌

はやっぱりすごいですよ。「日本に行きたい。日本

に行くなら札幌だ」と大方の方が言っておられる。

リップサービスではなくて、やっぱり札幌という

のはそれだけ中国の人にとってみても、すてきな

まちという印象を持っておられることを私は感じ

てまいりましたし、自信を持っているところであ

ります。

〇安　田：　宮脇先生、いかがですか。民主主義の

実験都市。

〇宮　脇：　今、市長が言われた点と若干ダブりま

すが、やはり区ですとか、あるいは区の中の一定の

単位というところで市民全体で議論をしていくと

いうことが必要だと思います。特に、最近ではいろ

いろと市場の影響を受けたり、あるいは行政の効

率化が叫ばれるわけですが、行政の効率化を進め

ていくためには、一方で強い民主主義はどうして

も必要なのです。つまり、札幌市にとってみると地

域についてはそれは重要なことなので、非効率だ

けれども選ぶのだ、ということがあってもいいは

ずなのです。全国的に見ると効率性が悪いと言わ

れるけれども、それは地域の価値観からいって必
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要なものなのだということをきちっと選ぶ。選ぶ

ということはこれは民主主義、市場は選ばなかっ

たけれども、民主主義は選ぶというものが当然あ

り得るわけです。ですから、そういう体力の強さと

いうのは当然必要なことで、恐らく日本の中では

民主主義も、市場に対する対応力も両方ともでき

上がっていないのです。ですから、おっしゃられる

ことは基本的な課題だと思います。

〇安　田：　ではもう一つの方の、少し私と鶴羽さ

んがお話しできる点はどうですか。

〇鶴　羽：　私、結論から言って大賛成です。道庁

近辺だけではなくて、大通の片側も含めて開放し

て、子供たちが走り回ったり、自転車で動いたり、

またマーケットでいつもにぎやかな笑顔があって

と、ちょっと疲れたら歩いて散策したくなるよう

な、そんな都市部の豊かな環境というのは、車の通

りを遮断しなければ無理ではないかと思います。

ただそれは、道路というのはやっぱり警察の権限

ですよね。そこを規制が……

〇上　田：　はい。規制をしています。

〇鶴　羽：　そこの部分が市の権限に移らなけれ

ば不可能なことだと思いますので、そのあたりの

規制をこれから変えることができれば、実現は早

いのではないかと思います。

〇安　田：　道庁の前のところは、私も前にボラン

ティア活動をしていたとき、仲間と話していたこ

とがあります。イチョウ並木があれだけすばらし

い。夏でもいいです、一応木陰で。何であそこでカ

フェテラスとかできないのだろうか。大通の南側、

北側もそういう話がよく出ています。せめて期間

限定でもいいですから、ちょっとの間でもすれば

全然違うだろうな。道庁の赤レンガ前で写真を

撮っている観光客がすごい多いのです。あそこに

車が入らなくても、逆にカフェテラスとか、ちょっ

としたイベントがある場所になった方が人の流れ

が変わっていいかなと以前話していたことがあり

ます。こんなので、お答えになるかどうかわからな

いのですが、でもこういうのもやっぱり市民の中

から声として出てこないと、計画にはならないわ

けですね。

　時間が余りないのですが、ほかにご意見お願い

いたします。

　今最初に目についたこちら側の男性の方、お願

いします。

〇男性Ｂ（中央区）：　ちょっと質問したいのです

が、その前に感想を申し上げたいことがあるので

す。私は上田市長の話を聞きまして、終戦直後の札

幌と現代とが、非常に似ていることがあるなとい

う感じがしたのです。どういうことかといいます

と、戦後ちょうど札幌の人口は20万でしたけれど

も、戦争が終わって引揚者や復員者がどんどん集

まってきました。そのときの状態と今と重ね合わ

せられたのです。最初の市長が高田富與さんでし

た。各地区を回り懇談会をしました。若かった私も

意見を言いました。それがきっかけで市長室を訪

問したり、地域の活動に市長も出るようになりま

した。そんなことから、札幌市の教育委員会が市民

会館でまとまって成人式をやるまで、地区の青年

たちが成人式をやりました。頓宮神社とか北海寺

を借りて講師を自分たちで選んで、住所は今の連

絡所、昔の出張所へ行って調べて、もう体が悪くて

胆石という青年がいて、住所を調べてご案内をし

たことがあります。もちろんそのときはどんどん

どんどん子供がふえたのですが、今の中央区の東

地区は非常に大きなマンションが建っています。

バブルでもって非常に古かった家が売り払われて、

逆にマンションが建っています。

　それから、どうも上田市長のお話を先取りして

いるのかなと思うような気配もあります。お寺で

７時にお経が終わるから、市民の方集まってくれ

とか、神社でもって行事があります。つい何日か前

も、私の町内１ヘクタールか２ヘクタールもない

ところですけれども、消防署から来てもらって、自

衛とか防災の懇談会を行い、20名ぐらい集まった

のです。出前講座だかどうかわかりませんけれど

も、そういう自発的な動きがあるのです。

　ただ、私が、ちょっとお願いをしたいことは、町

内会と違った地域社会活動を振興できるような環

境はできないか。何十年か前ですが、婦人少年室の

婦人会議がありました。そこへ行って、これからの
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地域における婦人活動はというテーマのときに、

「町内会婦人部は、町内会婦人部は、」となるので

す。私は男性でしたが発言させてもらいました。町

内会ばかりが地域じゃないと思うと。もっと広い

立場で発言できませんかと言いましたが、最後ま

で町内会から選ばれた方だったのでしょう。市の

連絡所へ行って、人にもよるのですが、町内の役員

であればパッと対応してくれても、余り物も言え

なくてうろうろしている。何となくがっかりして

帰ってくる人もいるのです。昔は、若い人は自由闊

達に動いたのですよ。大人が自信がなかったもの

だから、中学生、高校生が非常な活動をしました。

それが世の中が安定してきますと、何だおまえた

ち世間と違うことやっているんじゃないか、とい

うような時代になったのです。今、非常に混乱期で

あります。若い人が力を持って、勇気を持って動け

る状況が来たなと思うのです。町内会も大事です。

非常に大事だけれども、町内会とともに地域社会

で自由な活動が起きるような環境をひとつつくっ

ていただきたいと思います。長くなりましたが以

上です。

〇安　田：　市長にちょっとご質問という形でよ

ろしいですか。

〇男性Ｂ（中央区）：　そういうことであります。

〇男性Ｃ（北区）：　今の方からちょっと町内会の

問題が出たものですから、それに関連して簡単に

述べます。

　北区新琴似に「まちの文化遺産」という防風林が

残っているのです。私は、この防風林の景観を生か

したまちづくりを 10年前からやっておりまして、

そのいい風景のあるまちをどうつくっていくかと

いうことで活動してまいりました。

　その結果として10年後に、６番通りは今拡幅整

備されるものですから、そのときにせっかく拡幅

されるのであれば、これは住民がつくるべきだと

思いまして、住民の活動の中でどういう道路に

なったらいいのか、それから道路が含む景観はど

うなったらいいかという活動を 10年間やってき

て、その結果やっとまとまりました。その間にも、

シンポジウムから始まってワークショップ等、い

ろいろなことを全部住民自身がやってきました。

ところが、今度まとまって札幌市に話に行こうと

いう段階で、ある部署が、「住民がここまでやった

のはすばらしい」と言ってくれました。ところが、

ある部署は「あなた方個人がやったのでしょう。そ

れは広がりがないですよ」と、そういう言い方をさ

れるのです。ですが、それでは帰っていくところは

何かということを今申し上げたいのですけれども、

まちづくりの活動にはいろいろな形が考えられる

と思うのです。そこには多種多様なことが生まれ

てくると思います。それに対して札幌市はどのよ

うにかかわっていくのか。今まではまちづくりと

いったら非常に簡単な１本の道がありました。行

政が提案したことを連町が受けて、それが町内会

におりてくる。そして、町内会の代表がいろいろ話

をしてという形がとられてきました。それはそれ

でまちの骨格をつくっていると思います。

　ただ、そのほかに、それに入らないような、もっ

と違う発想を持った違うグループ、それも小さな

グループかもしれない。私どもも３人から始まり

ました。でも、多いときは 170人の方に集まって

いただきました。そういう活動をやっていながら、

町内会とかかわらなければ、これは何か個人が

やっているのではないかという話になる。そうい

うことを今の話から感じました。

〇安　田：　ちょっと先ほどの方とお二方で、町内

会の活動、それから今新しいのが出ていましたね。

〇男性Ｄ：　今２人の意見なので、この際町内会を

なくしてください。

〇上　田：　町内会だけが地域社会を形成するも

のではないということは、これは比較的皆さんの

ご理解いただけると思います。世の中は単一社会

ではないわけですから、問題別にさまざまな立場

の方がおられて、世代もあれば職業もあり、いろん

な趣味、関心も違う方がたくさん集まっておられ

るのが地域社会ですから、一つの地縁ということ

で集まる町内会組織ですべてが代表されるわけで

はない、統合されるわけではないと思います。問題

意識といいますか、木を大事にしよう、あるいはこ

の景観を大事にしようと思われる、そういう問題
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に関心を持った人が集まることもあるだろうし、

うちの地域の子供たち、このごろちょっと荒れて

いるなと。大人たちみんなで教育してやろうか、手

伝ってやろうか、一緒に遊んでやろうか、こういう

ことで集まる人たちだっているわけです。そうい

う意味で問題関心別にいろんな人の固まりという

のが出てくるわけですから、町内会もその一つと

いうとらえ方で、なくしてしまえというご意見も

ありますが、そこまで過激にならなくても、私はい

ろんな役割をいろんな団体、いろんなグループが

担い合って、それが地域をつくっていくというと

ころで連絡所などが機能できればいいなと思って

おります。

〇安　田：　先ほどからお手を挙げていらっしゃ

る方、お願いします。

〇女性Ａ（南区）：　簡単に言いますけれども、市

長さんが五つの目標を掲げられた中に「元気な経

済が生まれ、安心して働ける街さっぽろ」と書いて

あります。これは一番重要なことなのですが、皆さ

んもご存じのように、北海道は医療費が一番高い、

一番使っているのです。日本一です。それと、就職

が一番ないのです。そのために格好よく新しいま

ちづくりとか、楽しいことばかりお話ししていま

すが、大学卒業生の就職率は５分の１なのです。だ

から、私たちが幾ら頑張ろうと思っても、働く人が

いないわけですから、それを一番先にやっていた

だきたい。いい格好なんかしなくていいです。市長

さんは革新市長で私は期待をしております。です

から、今までの悪いところはもう遠慮なく、長野県

の田中知事のように、本当に古いことを投げても

いいから、いいことをするのですから市民はみん

な賛成いたしますから、そんなその他の人たちの

ことを気にしないで。私この間要望書を書きまし

た。読んでくださいましたか。

〇上　田：　読みましたよ。

〇女性Ａ（南区）：　だけどこれはひいてるような

答えですね。私はそれを見てがっかりいたしまし

た。これじゃだめですよ。私、本当に期待していた

のです。

　先ほど町内会のことを廃止すればと言った人も

いますが、私も今回はそう思いました。だから、私

は手をたたいたのです。というのは、12月 11日

に南区でタウントークがありますが、町内会の人

たちが話し合うのであって、私たちは入れないの

ですよ。ですが、私は強引に参加してお話をするこ

とになりました。私の顔を忘れないでください。一

番先にしゃべりますから。子供たちの就職を考え

てください。それには要らないものは切り捨てて、

そういうことに力を入れてください。それでない

とまちづくりなんて考えられませんから。きれい

ごとばかり言わないでください。

〇上　田：　ありがとうございました。

〇安　田：　町内会のお話がちょっと長いのです

が、医療費とか就職、若い人の雇用の問題ですね。

〇上　田：　高校生が卒業して30％ぐらいしか内

定していないとか、大学生だって言われるように

２割とか、格好いいこと言うなと言われて、本当に

そのとおりだと思います。一番基礎になる働く場

所を確保できないという状況をどう考えるのかと

言われたときに、これは行政でできる範囲という

のはまず会社をつぶさないことだと思います。新

しい産業を生むのも大事ですが、今、倒産しなくて

もいい中小零細の企業の方々が、倒産するという

状況を何とか回避していくことで、就業する場所

を確保するということは本当に大事なことです。

今、来年度予算でもそこのところはしっかりやっ

ていくということを目標にして頑張っているとこ

ろですので、またご批判いただきたいと思います。

〇安　田：　ちょっと時間がなくなってきたので、

もうお一方、あちらの女性の方、お願いします。

〇女性Ｂ（中央区）：　先日、住基ネットの支援の

ことで上田市長にお願いした者なのですが、一つ

意見とお願いがあります。

　私は円山の中で小さい喫茶店をやっています。

そのときに私は、皆さんの意見を聞いたり、できる

だけワークショップとかにも出たりしていますが、

こういう言い方は反感持つかもしれませんけれど

も、本当にレベルが低いと思います。私の店では、

ゼロ歳から90代までの、若い方から中高年、グル

メでランチタイムにワアワア行くようなおば様も
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いれば、今までのしがらみの中でいるおじ様たち、

建築家から通訳なさる方とか海外に向けて行って

いる方とか若い方もいますが、もうこういうレベ

ルじゃなく、政治・経済、本音でいろんなことを話

します。

　だから皆さん自分の関係していること、例えば

教育だったら教育、福祉だったら福祉、労働だった

ら労働だけのことしか言わないのですよ。これは

行政と毎日の生活というのは、本当に密着してい

ます。自分の年金がどういうふうに動かされてい

るか。あと北海道の一番の宝物である緑が、皆さん

多いと言っていますが、深さはなく、逆に東京の中

央の方があります。ですから、ここは開発の北海道

ですから、皆さん自然に対しての感じ方が物すご

く浅いのです。だから逆に、道外から見えている若

者たちが、無農薬のお米をつくったり、野菜をつ

くったり、自然にかかわる写真家になったり。別に

北海道の人たちが全部マイナスというわけではな

いのですが、雪とか何かをマイナスにしかとらえ

ていないのです。自分たちが選んで住んでいるの

ですから、自分たちが生きている 30年間とか 50

年間の問題ではなくて、いい人間を形成するとか

いいまちをつくるというのは、そんな年数ででき

ません。100単位とか、もっとそれ以上のことで

自分たちが若い人たちのために、税金を少なくし

て何を残すかということがまず一番です。円山公

園だって、ＪＲタワーとかテレビ塔から見て、自然

がいっぱいだと話しているのは、本当に残念です。

今の大通も全部悪いわけではないですけれども。

　そこで思うのは、札幌市、行政の側も私たちも意

識をちゃんと改革していかなければいけないとい

うことだと思います。例えば、行政の方がいろんな

ことを企画します。でも、それは机上であって、い

ろんな選挙の根回しでススキノにみんな出かける

のではなくて、自分たちのまちがどういう形成を

しているかということを、山でもなんでも登って

日常の人たちじゃない人たちと接して、本当に自

分たちのまちがどういうまちなのか見てほしいで

す。こんな大事なまちなのに、拡幅工事とか目先の

経営だけでは、これからもずっと経済はとまりま

す。札幌は今のままだったら何もよくないですよ。

皆さんレベルが低過ぎます。もっと大きく外から

見た札幌市、みんなは何を望んでいるかというの

は、そんなに甘っちょろいものじゃないです。思い

が感じられないのですよ。以上。

〇安　田：　これは私たち市民、皆さんで受けなけ

ればならないですよね。

〇女性Ｂ（中央区）：　知識ある方とかがきちんと

リーダーシップをとって、本当に自分たちのまち

がどうなのか、自分の企業から見るのではなくて、

地面に住んでいるような、そういうところの視点

からもって……。

〇安　田：　今の方のご意見、私たちみんなで受け

るというのはどうですか。多分、この会場の中には

市の方もいらっしゃると思うのです。市長もいま

すし、先生や鶴羽さんもいます。

〇女性Ａ（南区）：　前段の話が長過ぎます。市長

さんとみんなで話をするチャンスをいっぱいつ

くってください。

〇安　田：　これは今始まったばかりのスタート

の企画です。今回はこういう形で開きました。でも

多分、皆さんのご意見を伺って、次は違う形になる

と思うのです。今までこういうこともほとんど開

かれていなかったですよね。

〇女性Ａ（南区）：　時間がないですもの。私たち

がうんと聞ける時間をふやしてください。

〇鶴　羽：　タウントークとこの座談会は趣旨は

違いますか。

〇安　田：　いや、一緒です。

〇上　田：　ですから、おっしゃることはよくわか

りますので、なるべく多くの方に発言をしていた

だく時間をたくさんとるというのは、これは大変

大切だと思います。

〇安　田：　そろそろ時間が過ぎているのですが、

あと 10分ほどいいそうです。

　今お手を挙げていらっしゃる方が５人ほどい

らっしゃいました。

　１人２分で、一番奥の方からお願いします。

〇男性Ｅ（白石区）：　手短に言います。市長にお

伺いしたいのですが、札幌市というのは、国際都市
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としてオリンピックとワールドカップを唯一日本

で行っている都市だと思うのですけれども、2008

年の国連サミット開催誘致に向けて、回ってくれ

ば立候補したいと新聞等で発言されたと思います

が、ほかの都市と比べてどういった部分で競い

合っていくのか、どこを世界から見てアピールさ

れていくのかという、３年後、４年後ですけれど

も、この辺も本気で考えていらっしゃるのかを知

りたかったものですから、短い答え方で結構です

ので、教えてください。

〇上　田：　今サミットの開かれる世界のいろん

なまちを見ていますと、札幌というまちの形態に

該当するかどうかは、なかなかラインがちょっと

違うかなという感じがして、少し厳しい見方をし

ています。これは札幌だけが手を挙げるのではな

く、やるなら本当に北海道一緒になって引っ張ら

なければなりませんが、歴史のある古いまちとい

うのがコンセプトで世界ではサミットをやってい

るようです。札幌がそのラインに乗れるかどうか、

それから警備の問題だとかいろいろあって、難し

い条件はかなりあるだろうと感想としては持って

おります。

〇安　田：　よろしいですか。今度は向こうの女性

の方、お願いします。

〇女性Ｃ（西区）：　先ほどの女性の方がおっ

しゃっていましたが、私も大変共感しております。

今日は宮脇先生がおいでになるということで、楽

しみにしていました。と申しますのは、先日塗装業

界の方々と色や町並みについてお話しなさったよ

うに新聞で拝見したのですが、私も町並みについ

ては大変興味を持っていまして、そごうが元気な

ときに、私はそごうの一番てっぺんの方の喫茶店

から、西武デパート、五番館デパートがレンガ造り

になるのを楽しみに何回も何回も見ていたという

ことでして、やはり北海道には緑とレンガが似合

い、それはとてもすばらしいと思っております。そ

ういう意味では自然と都市機能の調和ということ

はとても大切ではないかなと思っております。そ

ういった点で、先ほど道庁の話も出ておりました

が、まさに札幌のまちづくりにふさわしいのでは

ないかと思っておりますので、形から入るという

ことも大切だと思っております。

　また、先ほど雇用の問題をおっしゃっていまし

たが、私も職業相談でずっとやっていましたから、

その気持ちは一番わかっています。それから子育

てに対する教育の問題、これも一番よくわかって

います。ですが、そういった問題はまた次の段階に

いたしまして、今日は総論的にやっぱりまちづく

りということで、色彩、形について、また質感とい

うこともぜひ取り上げていただきたいなと思って

おります。それこそ札幌のまちづくりにふさわし

く、そしてまた遠来のお客様たちがどんどん札幌

を目指してくるよう、イベント等の形をとってい

ただきたいなと私は思っております。ですから、宮

脇先生が専門の塗装業界の方々とお話ししたとい

うこと自体がすごいことだったと私は思っており

ます。そういう分野別の方々をどうぞいっぱい集

めてください。

〇安　田：　宮脇先生にお伺いしてよろしいです

か。今の色のお話。

〇宮　脇：　色のお話はそのとおりだと思うので

すが、やっぱりそういうことで札幌がほかの都市

とどのように差別化できるか、ブランドを持てる

かということが重要なことだと思うのです。都市

化してもほかのところと同じようなことであれば、

先ほど来雇用の問題もご指摘がありましたが、そ

ういった企業が活動し雇用がそこで生まれてくる

というのも、この時代になるといかに差別化でき

るかです。差別化ができなければ、規模の大きいと

ころに吸われてしまうというのが現状ですから、

やはりそういう戦略というのは、もう一体の問題

だと思います。

〇安　田：　ほかに手を挙げた若い方お願いしま

す。

〇男性Ｆ（中央区）：　一応市職員ですが、市長と

話す機会がないので、今日来ました。僕からのお願

いは、以前ＮＰＯ法人で犯罪被害者の会の話を聞

きまして、その中で少年犯罪被害者、交通犯罪被害

者の家族の方の悲惨な現状を知りました。正直、想

像以上にひどいものだったので、元弁護士の上田
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市長にお願いです。犯罪被害者の権利の拡大と資

金援助の制度を早急につくってください。

　あともう一つ、これは仕事上で知ったことなの

ですが、３歳の子供で視力の判定が難しく、今の制

度ではお医者さんが診断書を書くことができずに、

視覚障害の手帳がもらえないと困っている方がい

ます。正直、制度を変えることは僕にはできないの

で、どうにかならないでしょうか。お願いします。

〇安　田：　市長、若手の職員から質問がありまし

たけれども。

〇上　田：　犯罪被害者の問題については、これは

サポートしていくということで大きな世論形成が

あると思いますし、今弁護士会でもそれは一生懸

命取り組んでいるというのが現状です。そういう

被害者を救済、支援するＮＰＯがいろいろありま

すので、そういう社会的なシステムをしっかりつ

くっていく。そして行政がどうサポートできるか

については、ちょっとまだ検討をしておりません

が、大きな社会の流れの中で、行政も関与するよう

になることはあり得ると思います。

　それから、弱視の子供が小さ過ぎて診断書を書

けないという問題については、これはどうするの

でしょうね。判定の工夫をしていくしか方法はな

いと思いますが、どうして弱視だとわかったので

しょうか。よく見えないということで、その程度が

わからないのかな。そうなのでしょうね。

　複合的な障害だからね。わかりました。仕事のこ

とは役所でやりましょうか。

〇安　田：　ではそろそろお時間なので、最後にお

一方、先ほどから手を挙げていらっしゃる方お願

いします。

〇男性Ｇ（厚別区）：　ＮＰＯのススキノ活性化の

「アラ！あずましい会」の事務局長をやっていま

す。私が非常に感心しているのは、毎日地下鉄に乗

るのですが、ひばりが丘駅でいつも市の交通局の

方が「おはようございます」、それから帰るときに

は「ありがとうございます」と言っていました。ま

ちづくりとかハードの面のことは活性化のために

やるのですが、やっぱりヒューマンソフトという

か、人とのつき合いというか言葉のコミュニケー

ション、皆さんもおっしゃっていた優しさとか、そ

ういうものはやっぱり挨拶から出るのではないか

と考えています。特に雪まつりのときに、我々スス

キノでは氷まつりをやります。そのときドラム缶

を半分に切りまして、木炭を入れてぼんぼん燃や

すのです。そうすると、普通のぬくもりと違って、

みんな寒いですから寄ってくるのですよ。全国か

ら。そうすると、いろんな質問があって、外人も来

ますけれども、やっぱり挨拶というかコミュニ

ケーションが非常に大切だとつくづく感じている

のです。それで私は、海外でも実験しているのです

が、オアシスハイ運動というのをやっているので

す。簡単に言いますと、オ、おはようございます。

アはありがとうございます。シは失礼しました。ス

は好きです。ハイ、喜んで。これは海外に行くと皆

さんご存じかと思うのですが、必ずエレベーター

に乗るときでも「エクスキューズミー」とか「セン

キュー」という言葉を物すごく多く使っています

よね。これはぜひ観光をこれから目指すためにも、

そういう明るい言葉が今の「元気ビジョン」のもと

になると思うのです。経済も景気というけれども、

気ですから、それはやっぱり言葉の力でもっと明

るい挨拶、私どものマンションも小さいマンショ

ンですが、不思議なぐらい、みんな挨拶はすごくよ

くなっています。足元から挨拶運動を、これは金が

かかりませんし、世界にも通用しますから。ぜひ

やっていただければありがたいと思っています。

　以上です。

〇安　田：　市長、そういうことです。

〇上　田：　すばらしいアドバイスありがとうご

ざいます。

〇安　田：　まだまだご質問なさりたい方はいっ

ぱいいるかと思うのですが、この後、皆さんお帰り

になっていろんなまちのことをお話しするのが一

番ではないかと思うのですが、市長、最後にいかが

でしょうか。

〇上　田：　ありがとうございます。本当に十分な

時間でなくてごめんなさい。また、今度はもっと、

ここでコーディネーターがいて、皆さんの話を

ワッと聞くという感じの集会も工夫ができるかと
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思います。そして、今日ここで本当にたまたまご一

緒させていただいた皆さん方に、自分の居場所と

いいますか、ご家庭あるいは職場に帰られて、ぜひ

一言二言、札幌はどうだったらいいかなと、明日の

札幌をどうするかということをお話し合いになっ

ていただければ、私はこの札幌をまだまだ快適に

していくことができる、そんな要素をたくさん

持っているまちだと信じておりますし、そんな温

かい関係をつくっていければうれしいなと思いま

す。今日は本当にありがとうございました。（拍手）

〇司　会：　座談者の皆様、会場の皆様、ありがと

うございました。

　本日予定しておりましたプログラムは、これで

すべて終了いたしました。

　それでは、座談者の方々にいま一度大きな拍手

をお送りいただき、この会を閉じたいと思います。

どうもありがとうございました。（拍手）



資　　　　料

・プログラム

・さっぽろまちづくりトーク参加応募に際し、寄せられた意見



34

さっぽろまちづくりトーク
〜新たなまちづくり計画の策定に向けて〜

18:30 開会

市長からのメッセージ

　『元気なさっぽろをつくろう！〜そのための５つの基本目標〜』

　　　（舞台転換）

18:50 座談会

　『「あれもこれも」ではなく「あれかこれか」のまちづくり！』

　■  進行・座談者

安田  睦子氏（（有）インタラクション研究所代表）

　■  座談者

宮脇  淳氏（北海道大学大学院法学研究科教授）

　■  座談者

鶴羽  佳子氏（フリーキャスター）

　■  座談者

上田  文雄（札幌市長）

来場の方々との意見交換

20:30 閉会

まちづくりの５つの目標

　　○ 元気な経済が生まれ、安心して働ける街さっぽろ

　　○ 健やかに暮らせる共生の街さっぽろ

　　○ 世界に誇れる環境の街さっぽろ

　　○ 芸術・文化、スポーツを発信する街さっぽろ

　　○ ゆたかな心と創造性あふれる人を育む街さっぽろ

プログラム
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さっぽろまちづくりトーク参加応募に際し寄せられた意見

◆40代 女性：欧米では大型のベビーカーでも街中
で元気に移動しています。そんなことが当たり前
な都市（まずは都心と都心への移動だけでも！）に
なるような計画（仕事）をして下さい。

◆ 40 代 男性：3世代 4世代の密接したコミュニ
ティを望みます。また、転入される方が多い街です
から、地域ごとの街の特徴がもっと顕著になれば
安住の地の選択がし易いと思います。

◆20代 女性：北大の研究生です。今は「札幌にお
ける外国人定住とまちづくり」について研究して
います。今回の会議は自分の研究にとても役立つ
と思います。「札幌新まちづくり計画」についてい
ろいろ調べましたら、札幌に滞在している外国人
とまちづくりとはあまりつながらないような気が
します。
　今は札幌に滞在している外国人が 8,566人だそ
うです。これからもっとふえると思われますが、札
幌のまちづくりはその人たちとぜんぜん関係がな
いとはいえないでしょう。そういうところをもし
これからの「札幌新まちづくり計画」に付け加えた
らもっといいじゃないかと思っています。

◆女性：膨大な財政赤字と深刻な雇用不安等をか
かえる札幌市が、一日も早く、健全な財政と住みや
すい札幌市を築くため、次の事項を要望します。
　１ .敬老パスの廃止について
　昭和 50年１月から開始されたこの事業につい
て、私は、当時から札幌市の担当課に出向き、将来、
大変なことになると訴えてきたが、現実となって
しまいました。当時は高齢者の人口も少なかった
ので事業費も少なくて済んだが、現在は、人口が約
4.4倍、事業費が 27.5倍にも膨らんでおり、今年
度は36億円に達し、今後も年２億円ずつ増加する
とのことです。そして、この36億円を雇用に充当
すると、年収500万円の人が720名分に相当する
のです。それでなくても高齢者は医療費の負担が
少ないのに若者は３割負担で、少子化が進行して
いる世代の負担はあまりにも大きくなる様なこと
から、財政を圧迫している敬老パスは廃止すべき
だと思います。

　2.幹部職員の天下りの廃止について
　札幌市が出資している団体を民間に委譲し、そ
れにともなう幹部職員の天下りを廃止して雇用の
場を拡げ、若い人材の育成にすべきと思います。ま
た、国政においても、官僚の天下りの廃止が強く叫
ばれているにもかかわらず、多額の退職金をも
らっている札幌市の前市長が高給で札幌ドームの
社長に納まっていることについて、一般市民とし
ては開いた口が塞がりません。これは札幌市議会
の重大な責任で、残念でなりません。
　3.財政の健全化に向けて
　札幌市の財政を悪化させたのは私達市民ではあ
りません。歴代の市長及び市議会委員の方々によ
る財政の取組が間違っていたからではないでしょ
うか。今こそ一人一人が真剣に現実を踏まえ、一致
団結して努力すべきです。人間として一番大切な
ことは働く職場があること、家族が健康で仲良く
生活できること等です。近年、若者の犯罪が増えて
おりますが、これは、学校の教育にも問題があると
思いますが、一番重要なことは親の躾にあると思
われますので、各地域ごとで研究すべきではない
でしょうか。

◆60代 男性：札幌市は転勤族が多いと言われる、
それも独身者が多いと。これは外国からの留学生
が本当に勉学に集中できる環境が札幌市にどれだ
け整備されているか、と同根の課題がある。引いて
は少子化社会からの脱却を意図する時同じ様な課
題が解決されなければならない。これらは全て“子
育てにやさしい環境が整備されていない”ために
生じている困難である。子供達を連れて安心して
赴任できない。住宅問題、保育園・幼稚園の安心出
来る施設が少ない。
　言葉の不自由な留学生には安心できる病院に罹
るのが一苦労でありそのサポート体制も無い。こ
れらは若い夫婦の家庭にとっても同じ悩みをもた
らしている。この様な事は上辺だけの綺麗ごとや
上滑りの言葉の羅列では何も生れない。市民の中
に活力・活性化をもたらす為には何をすべきか、地
道な課題の掘り起こしが求められるのではないだ
ろうか。このトークショウは、それに役立つのであ
ろうか、単にショウで終るならば、今までと何ら変

さっぽろまちづくりトーク参加応募に際し、寄せられた意見
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わらない期待はずれに終るであろう。少し辛口に
…

◆30代 男性：新しい事業を起こそうと挑戦する市
民です。「オフィスビルのコンバージョン」を提案
します。日本でオフィスビルのコンバージョンが
注目されるようになったのはここ１～２年のこと
です。これは以前から予測されていた「オフィスビ
ルの2003年問題」との関係が深いのです。古くて
空室の多いオフィスビルであっても住居としては
魅力的な立地にある場合もあり都心居住のニーズ
が高まる中で　コンバージョンには大きな可能性
があります。
　冬の雪国では高齢者・障がい者が活気ある都心
にアクセスしにくい状況がありますが、整備され
た都心部で暮らすことで豊かな生活をすることの
手助けになると思います。「自立支援の促進、高齢
者や障がいのある人が地域で自立した生活をおく
ることができるようにするため、街のバリアフ
リー化など安心のための公共事業を進めるととも
に、今後はさらに心のバリアフリーが広がるよう
努め、多様な社会参加や地域生活の支援の充実を
図る。」この考えにもオフィスビルのコンバージョ
ンは役立ちます。既存ビルを解体することなく活
用して新たな価値を生み出すのです。解体に必要
なエネルギーや資源を節約でき、環境にやさしい
事業です。国土交通省でコンバージョンを進めて
いこうという動きがありますしコンバージョンビ
ジネスは、これからの成長市場にあると考えます。
　北海道では未だに景気が冷え込んでいるようで
す。しかし何かに投資したいと考えている投資家、
何か新しいことを始めたいと考えているクリエイ
ター、面白い住空間で暮らしたいと考えている人
はいるはずです。あとは彼らに環境を提供するこ
とではないでしょうか。そんな彼らの動きを見た
周囲も動き出すと考えています。最初のアクショ
ンと、それを１歩前に進める行動力が必要なので
す。重要なのはそれを継続すること。20世紀はさ
まざまな新技術が開発され物質的に豊かな社会に
なったと思います。
　21世紀をアートの時代として、地域のアーティ
スト、クリエイターにコンバージョンしたビルの
１階又は１・２階スペース等を作品発表の場、活動
の場として提供していきたいと考えています。そ
れはアートが社会現象の推進力になると考えるか

らです。ニューヨークがその例だと思います。土地
評価の方法、価値観が変化している時代に必要な
のは知恵やアイディアです。価値が無いとされて
きたオフィスビルに付加価値を与え収益を生みだ
していくコンバージョン住宅は金融商品としても
魅力的なものになると考えます。
　その付加価値とはデザインです。ハードにかか
る費用は理解されてもソフトの費用は理解されに
くい状況があるかと思いますが、デザインという
行為は実体経済にダイレクトにつながっています。
建築的なデザインはもちろんのこと、資本の流れ
をデザインすること、考え方や物事の捉え方をデ
ザインすることが重要です。よって、このプロジェ
クトには建築だけでなく、金融、不動産のプロの頭
脳も必要であり最も重要な役割のひとつです。コ
ンバージョンビジネスをPRするのにもモデルとな
る事例を作ることも大事だと思います。自治体が
コンバージョン費用の１部を負担している例もあ
ります。街の景観や既存の建物を大切にしている
ヨーロッパで、コンバージョンはごく自然なこと
であると思いますが、資本主義の象徴のようなア
メリカ、特にニューヨーク、シカゴの例は日本の今
の状況に近いのではないでしょうか。
　芸術や地域文化等のハード・ソフトの資産を観
光資源として積極的に活用してデザイン産業を振
興し、さっぽろブランドを発信。魅力あふれる地域
づくりの推進。この考えに共感しますしぜひとも
そうしたいと考えます。芸術・文化の薫る街の実
現、市民が、街のいたるところで、芸術・文化の楽
しみを享受し、発信できる文化の薫るまちづくり
を進めていく。誰もが気軽に参加できる身近な芸
術・文化活動の振興。こんな「まちづくり」に強い
関心がありますし、コンバージョンを行うことは
上記の重点戦略に大変有効と考えます。「札幌元気
基金」等、コンバージョンについて支援を希望しま
す。

◆40代 男性：１ .丘珠空港と地下鉄が接続するよ
うにできないでしょうか。
　２.地下鉄麻生駅とＪＲ新琴似駅を接続すること
ができませんか。
　３.新札幌駅のＪＲと地下鉄の乗り換えをスムー
ズにするようバリアフリー化ができないでしょう
か。
　４.地下鉄の改札を全部共通カードが利用できる
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ように改善できないでしょうか。
　５ .街中のバス停の位置を（行きと帰りの位置
を）もう少し近づけることができないでしょうか。

◆40代 男性：まちづくりはハードではなく、もっ
とソフトの面を重視すべきです。道路をこれ以上
造る必要はありません。車の利用を制限し、都心に
入ってくる車の総量を規制する目標値を設定すべ
きです。

◆60代 男性：札幌新まちづくり計画市民会議が開
かれました。現在、企画調整局が担当する関係の深
い類似の会議には、緑を感じる街並み形成計画策
定委員会や札幌市と都心まちづくり計画策定委員
会があります。これらの３会議は、札幌市の財政状
況との関係（地下鉄の財政を含めて）で論じる必要
があります。市民は、財政との関係で、その計画を
支持するか、変更を求めるかの判断を求められる
ことになります。いずれの会議においても、財政と
の関係について踏み込んだ検討に至っていません。
財政との関係を判りやすくとりまとめるよう要望
します。
　また、札幌新まちづくり計画市民会議では、都心
の位置づけと、他の２会議との関係を明確にする
ことをすすめてください。札幌新まちづくり計画
市民会議での都心の位置づけによって都心の交通
計画は様変わりすることになります。緑を感じる
街並み形成計画策定も同様です。地下鉄の有効活
用について特に踏み込んで欲しいと思います。す
でに財政を投入しています。

◆30 代 男性：「まちづくり」というテーマとは関
連性が薄いかと思いますが、今の札幌は自動車が
多すぎると思います。都心への自動車の乗り入れ
を制限するとともに、もっと人や自然、環境を重視
したまちづくりを進めて欲しいと切に希望します。

◆50代 男性：まちづくりには、庶民の生活のいろ
いろな場面ごとに、「こうあったらいいな」という
夢をできるだけ税金をかけず、知恵を搾り出して、
少しでも実現するという姿勢が大切だと思います。
　公園とか生活道路などは、多少の補助金でも出
して地元に自由な形で管理してもらうとか、少子
化対策や高齢者対策には、再教育に多少の補助金
を出して、リストラされたおじさんたちにも保父

さんや介護者になってもらうとかして、失業者対
策との一石二鳥を狙ったりとか、除雪は市民不満
の第一位ですが、道路の下にトンネルを掘って、路
上の雪をその中に落として路面には雪を残さない
ようにするとか、そしてその雪から夏には冷気を
吸い出して冷房に使うとか…　それとも要所に取
り出し口を作ってトラックで運び、石狩湾新港か
らゴムシートに包んで、タグボートにでも引かせ
て水不足に困っている地域に売って収入にすると
か…。
　公共交通機関の主要な駅には必ずパークアンド
ライドのための駐車場を、民間駐車場と提携して
設けるとか。バス停や電停の駅は、厚手のアクリル
板で囲い、冬季間でも寒くないようにするとか(こ
れは岩波新書「都市と交通」(岡　並木著)の受け売
り。）などなど思い付きではいくらでもあるのです
が、役所だけでなく市民も縦割りでお上依存が強
いので、なかなか難しいですよね。

◆50代 男性：札幌市のまちづくりは、美しいまち
にすることが大切だと思います。美しい町は観光
客が増え、そこに住んでいる人も、町を誇りに思い
大切にするようになります。観光客が増えると町
は活性化します。観光客に優しい町にするために
は移動交通機関の整備が必要です。
　また、バリアフリーやユニバーサルデザインの
観点も不可欠です。みんなで美しいまちづくりを
しましょう。古いものを大切にしながら、新しいも
のと共存するまちづくりを…。

◆60代 男性：１．都心へのマイカー乗り入れ規制。
　２．都心での超高層建築物の建設規制。
　３．都心に高架自動車道を作らない。

◆20代 女性：私は東京から引っ越してきたばかり
ですが、ごみの管理について市民・行政共に意識が
低いという印象を受けました。例えば、ごみステー
ションには常にごみが積まれており、これはきれ
いなまちづくりを考える上で改善すべき問題だと
思います。

◆40代 男性：インフラの整備とまちづくりの関係
性がなかなか見えてきません。もっと分かりやす
い広報が必要では。
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〜新たなまちづくり計画の策定に向けて〜

◆60代 男性：創成川通りアンダーパス連続化につ
いては、交通の円滑化を第１として、市案を支持し
ます。

◆男性：ぜひ、スポーツによる街づくりを推進して
ほしい。若者が活躍できる機会を多くつくるなど
文化活動に力を入れてほしい。

◆ 50代 男性：「北海道の再生は教育から」の基本
理念のもと教育改革を推進します。小中学生の金
銭教育から高校生の経済・金融・年金教育を徹底
し、あわせて市民教育の為のセミナー・講演・交流
を通じての人作りを計り、地域・地区・そして札幌
市の活性化により生き生き札幌町作りが出来るよ
う協働してまいります。

◆ 60 代 男性：1963～ 1964年、科学技術庁長期
在外研究員として、米国イリノイ大学大学院に留
学中の見聞、米国人はもとより、いろいろな国から
の留学生との出会い、その後の国内・海外訪問・調
査による見聞や人的ネットワークを通じて得た知
見をベースに、未来に向けての国際社会における
日本の役割としては、「調整役」が最も相応しく、か
つ、実現可能なものとの結論に達し、その方向で、
北海道、そして、道都である札幌市の歴史を踏ま
え、かつ、国内の何処のまちにも当てはまるような
郷土づくりであってはいけないとの思いを強くし
ながら、それぞれ如何にあるべきかについて考察
を続けてきた。
　その結論を極端に言えば、世界を、いろいろな分
野で動かす多くの人材を札幌から輩出することと、
少なくても、将来に向けた国づくりを支えるため
のまちづくりの日本におけるモデル都市を目指し
た、ソフト、ハードの両面から世界でもユニークで
魅力的で真に文化都市に相応しいまちづくりを進
め、世界にアピールすることといえるであろう。

◆30 代 男性：１ .10年後、50年後、100年後．．．
と継続して行ける、より具体的な計画を策定して
いただきたい。
　２ .○○施設を造る、○○地区を再開発すると
いったような、従来型のハコモノだけに囚われな
いでいただきたい。
　３ .上田市長以外、市の職員の存在感が希薄な気
がする。職員ももっと本気になって市民と交流す

べきでは？　※“元気な札幌”とは一体、誰（何）
が元気なのでしょうか？

◆40代 男性：これからの人口減少に見合ったまち
づくりを考えなければならないと思います。生産
年齢人口は日本で現在の8,600万人から50年後に
は5,400万人、札幌でも現在の130万人から80万
人へと急激に減少するとのこと。働く人が４割も
減るということは大変なことだと思いました。札
幌市も本当にコンパクトにならないと立ち行かな
くなるのでは、と思います。

◆40代 男性：新しい物を造るより今有るものの中
で何を残すのかを考えるのが大切。

◆40代 女性：市長の公約の一つでした小学校区に
一つの子育てプラザ設置について、これからの取
り組み方の構想について。

◆40代 男性：住宅地の駐車禁止区域で夜間の違法
駐車が多いように感じます。住宅戸数に応じた駐
車場の確保が必要なのではないでしょうか？また、
収集日の朝にゴミの散乱が目立ちます。カラスだ
とは思いますが、こちらももう少し対策が必要な
のではないでしょうか？とりあえず、思いつくま
まに記載しました。的外れでしたら、すいません。
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